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序

本匍告書は、久保上ノ￥地籍に、扁箕聴村が墓地公園の遠虞工事を．続いて南箕輪村土地開発

公社が宅岫満威Ｔ事を行うに当たり、平成７年４月から９月まで．遭甘１】記●保存１】ため実篇し

た緊魯発振輿査の記録であ ９ます.発●は墓地公●于定地の釣】.IｓIが､宅地開発予定仙の釣2, 剔蜀

㎡を刈象としてliいました．

鍔童の結果、この遺跡は凋文時代中偏、ｓ生時代1●ｕ、奈良平安時代・】三時期にjｺ たる復奏槽

肺であることが明らかとなりまＬた．繩文中霧の遺構で1ま、自付浅鉢塑土毒を中心とＬた祭祀肘

為を思わせる土暑配列．遭楡には人の乎を写実的に衰現した土器破片、Å偉文様の忖いた有孔爵

付土ｓ など．特働のあ るものが出土しました．周溝墓が奮集して発見されたこと{､特筆すべきこ

とと老います． また、平安峙代の・ 経路からは灰軸爾番がまとまって出土Ｌており．盛時の生活

を考癩するのに大きな乎普か９を与えてくれることでｔ よｊ．このような特●をもつもの以外に

も．遺構・遭●a･ 数多く、商い密度で出±1.ており、発欄・整理に神鰹を使い、たいへんな時間

を＆薯としｊ した．本警告●lj 記録性にｔ をを置いて記述･募集してありますので.村郷土館に保

管してある出土晶や発願記伺とともに.研究の資料として役立てていただければ●いであります．

現地檜肘会にお帚きした明治大旱＆硯( 農争蔓) の戸瀞充･･先生はf この遺跨の立地、地彰から

して池墟の中抜となる大規模な拠左的集落であると撞９でき＆．集落はどのような広が９をもり

て・1るか、特殊遺構lj集落全休の中でどう位冒づくか、土器の反冽 はどうなっているかなど．全

休として解明されて、そのもつ意味がわかってくるであろう｣ と、今後の爾査、整理分析につい

てのご示 唆をいただきました．今後の暴悪として取９組みたいと恩います．

９月末、現場の作禽を終了するに当た９、私1ま調杢圃の皆さんに｢ 今．二うして地表に娶を現

した遺構を眺めて思に とａ ．４～５．葡0年も府にこの土地に暮らしていたÅ４のことです．争い

もなく．おおらかで、自然の恵みに感鋸Ｌ、自跳の像大さへめ畏れと餉みをも･・て生活していた

ことであろうと息います．檻肥跡と・ ●きれる特殊遺構をみて、その思いをさらに犀( しました．

ま式二、扁溝墓に眠っていた人漣 にli、お●がせをして申し訳ゐ９ませんでＬた．残してくれた●

li. 大切に像存し子孫に伝えてまいります｣ と披拶しました．そのあと、特殊遣偉と扁溝簒に垣

をｓじ．震杏膀201･名で慾韓を捧げ ました.日の接-．た発揚飛鳥に静寂の一時が嵐れ､目をあsｆる

と､普のÅ達 も仰いで１･たであろｊ南アルプスの山４が夕Ｂに輝き．くっき９と喬えておりました．

駄掘からはヒまって、発掘、出土品の整理．復元．叙音香ｌり作虞に携わうていただいた調査買、

作業買の皆さん．ヰ当にありか とうございまむな．発掘現場1こ何回とな( 足を遍んでご指導いた

だいた県文化鳳・県立歴史館をljヒめとする諸先φ方、発掘に手を賀していただいた近隣の孚葺

員の方々．その飽多( の皆さんにたいへんお量話欄にな９ました．心から感喬申し上げます．

爾箕輪村敏育委員会

教爾員 杉 潭　　 崇



例 言

１　本書は長野県上伊暮郡南箕輪村IL64－ 1億７筆lこ所在する久保上ノ平遺跡の発掘加害報告書

である．

２　剌査は甫箕蛤村による暮地公園のａ虚と南箕輪村土地闘発公杜による宅地還l虞に伴い、爾真

瑞村載育委員会 がli・ たものである．

３　この遭路の名忌 を当初、九山遺跡として闘査を行・たが、調査鰭の地字名から久俣トノ弓道

跡と名器嚢更した．このことから本報告書でlよll稔を使用せず、久保上ノ平遺跡と記述して

いる．

４　本報告書|ま発掘圃査の結果を公同することに重点をおき、作虞・編集Ｌた．

５　発ｓ●査は平成７年４月６１から平成７年９月別日まで41い、引き縫いて整理作秉及び報告

魯の執筆・編集を行・ た．

６　本書作虞におけ る作業は以下のように分後した．

遭構図の整理・ μj －λ　 五十●17子・福潭京子・友松 脂

遭岫 の 実 鯛・ ｝1･一ス　 太田祥二・小潭よね子・飯塚矣喜子・平塚ｔ 久 一友後 輪

柘 彫喘 作 虞　 壁観!x:富子・恨潭英太郎・友松 ●

写真図版作成　 松潭芙太廊・友松 ●

７　本書の執筆・綱集lj友松 諭がf?りた．

８　本書で鍋載したＩ 販の鐘Ｒは、遺●111 : 萄．Ｉ：圀、 】：匍に統一した．

９　遺物実測図は 】：３．１：４を基準にしているが、小個体の場合に２：３．１：２を扁いた.

1@ 土暑の復元は福沢幸一氏に委託し行・ た.

11 肱ｓ写真の扱彰は㈱ジャステ４．夕に委託し行った.

12 試細・ 春から本書の作成までの閥、７ 記の機関．僧Åの方々にご看ｓ、ご協力を友いた．

０機関　 長野県教青委員会・長警●立葱史館 －南箕輪村久保区

●婁鶴村文化財専「¶委員会

ｏ●Å　 廓松 茂・飯塚政笑・伊藤 修 一神村 道・嗇木孝雄 一小池 孝 一4ヽ jF和夫

復 登巳夫・島田哲男・白鳥嘉一郎・新谷和孝・戸潭充剛・栢島 永・松原和也

丸山敵一一郎 ．゜卜数傷・官Ｔ 健司・官SjE 実　　　　　c 敬奏溥 五十音順）

13 本書で報告した各記録、出土遺物は南箕輪村教育委員会で保管している．
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第１章　遺跡の立地と環境

第１節　遺跡の位置

久保上ノ平遠路は南アルプ スと中央アルプスにはさまれた伊那谷北部の天電川右岸の段丘の突

端、標高702.0(ｌにあり、甫箕崎村1164番地１他７筆C久保上ノ平)で．何の北端の巣落のすく･西に

位置している．段丘上段から２段目の比較的狭い段丘涵で、段丘功西は切り開かれたヨ畑が山麓

まで親老．東は集薔に続き木田が広がり、北には北沢jllが鷹れて1ヽ る．遺跡からは置Ｔに天竜lll

第 １図 還 跡 位 置 図

－ １ －

ａ,!ｇ



により形成された沖積地に広がる水田地帯と、甫ア･レプスの山麓を一望 することができ。景観の

たいへん良いところである。

第 ２節　 自 然環境

甫雙教村は長野県伊悪盆地北部 の厦く開けた朧輦の天竜|||右岸に位置している。地形的にみる

と西|こ位置する＊曽山脈経ヶ岳山地群に属する経ヶ岳甫東部の飛地を除いてば、その麓を圃丁●と

する●嬢 地と天奄1・こより形虚きれた沖積地かちな・でいる。

扇状地は一部天竜川、小沢』･の複合扇状地になっているが、sIとんどが:大泉川によ９形成され

た ものである。山麓から段丘突暗部までのｓj･t最大で約4.51ｓ､ 標高は700ｓから9似畑 に及び。東

へ釣２度のゆるやかな傾斜地となっている。 古くは山林や原野だ・ たが、現 在でil広大なａ着 地

威となりている。

扇状地扇端部|よ、雛壇験に段丘が形虞きれている。 また、扇獣池特有の湧水からなる小河jllの

侵食によ９形成された沢が1(陥ii みられる。

天竜jl沿いに絃く酋 丘は最大で標高差め40m を測９、一郎lこ|ま断暦の影● を観桑できるところ

があるため、その地彩形戚lま大泉川や天竜川等。河l･の流出や侵食だけではないことが椎定され

る。

自然水系として以西の山地よ９流fLる大泉lll 一大歯水jll ・戸谷jllのほか、Ｓ『述した段丘僅を匍

鷹七する北沢111・甫沢川・掩ノ沢川等の小河川が天竜jllに武れi!んでいる。

酉のLu麓かり洸れ出る河llla痢裴地喇央豚では伏蔵し冰量は童織するが、扇蝸部付近で再ぴ翻

出する。また、珊掛藤には多くの滑水がみられる。この聘木は水量及ぴ冰温が比較的安定してい

るので、現 在ではそれを利用したワサピ職場が行われている。

これら眉紬部からの滑木量と水貴1ま、昭和３年に厠状地を檻切る形で一つくられた堰漑用水牌穏

木略の西天竜水路の尭病とそれにと むなう大嵐摸な祠【lにより変化したとい われる。

沖接地は昭和27年から29年砿かけて実施き托だ土地改良奉還1'より･・gl地帯となったが、それ

以前は天憲川により形成された自然堤防による後背霊地と馬状丿毯贋端部からの湧水4こよ駝 鳥つ

もの温が点在する大湿地沓であ、た。近年この地娘ａ 宅地化がすすんでい る。

第３節　歴史的環境

甫箕輪村には現在礒ｓ されているむので49の適齢があるが、そのほとんどは扇状地を東脆する

大泉Jll ・ 戸谷111一大噴水111の両岸と．扇攻地扇端部内天竜lll右岸段丘上に位置Ｌている．

他に天竜jll沖積面に箕輪遺跡かあり．北隣の箕輪町と廸鴫きで大遺跡の一角を占めている．

これらのゆでも著名１ ものａ 「神子柴遺跡」である．神子柴区大湊水地籍に位置する同辺跡は

－ ２－
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昭和33 年に発見され、神子柔型石碁一括1 皿個文ｔ 笥指定l の検出をみた．

縄文時代ではこれまでに天伯遠跡 一大芝東遺鴫・北高欄Ａ遺跡・高根遺跡・爾轟機羅瞥 などの

謨書でil構、遊●が確認きfｔている．これらの朗壷でμ早期・前扇の適緯轜確認きれてい ないが、

神子架遺圖i母弗３次厩査で停聖文ｔｓ の破片か出ｔＬでい る．また、大芝草漣 普・宵高綬遺跡・

北高相人政舗呟こおいても蔡賜から酋扁にかけての土審片がａs士Ｌている． 健屠址は天伯凌雄 一大

芝東遺跡・北高根Ａ遭跡で禰簒されている．これらは翁館末から駿匍にかけてのもので．●鈎に

は中鼎外政騰・遺●が多い．晩期で仕遺構の稼艇1はな1 がヽ、禰う奎凌ｓ・南島観遭跡で土暑片が

廓土している．

ｔ４時代で畝本村での轟ｓ の検ｓ●ａ少な（ 、天伯聶昨・ｔ 轟機Ａ最勝・北城外遺跡でヵ ずか

にみら＆る．北理外意町吻･ら中扁の住居tl が樅畠されて1ヽ ＆が．そjla わずかでllとんどは値朗

lこあたるものであゐ． また、1●稜地の箕軸遺●からは冰田の●l出はできをか９たものの．土偏・

打製石斧・石●琴の遺仙かaliL で･ るヽ．

古墳時代では、子持勾玉と血刀か出土Ｌx二丸山古墳が廸ら血 ている11か．北廼外曲跡より扁円

錐形ｔｌ 品が出土Ｌ、古着時代屋内剱●●遵の良料の遭加をみ た． また．天伯ａ普1こおいては多

（ の住ｓ 墟.が敬ａ さａ.. そのなかから祚薯を欠1ヽ てlb･ るが瑞童蕃高坏か111土している．

なあ、発振男査によるものでljないが．宮ノ上達●より匍酋÷●器高古付書や五齢観などｔ 目

すぺき遭●が出土している．

豪良 一平安時代をみると、植落ａｌ らに各頁111の同鍬段丘匈辺でii酉の山冒肘返にまで広がる

ようになる．古代東山遭との桐遵も含め．今後の検討暴落の一つである．

虜た、言の卜遺跡からは平安時代中尉の火葬龍骨が覆鼻された、しうか９とした石組みによ＆

取邁が11ぼ完全な酒で出土している．焼骨を●訥してあった灰湘陶ｓ短●壷ぶ;1完奉でtljj.し、村

匍定文化財となりている．

中ｔ にIs天竜J･l右岸の段ｓ`励辺にその匍影を利匍して、l。､4､μ ・中込城・會田紋・有賀墟・内

臓など4り娘鴛が籤かれている．
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第１表 周辺遺跡一覧表

番母 遺 跡 名 地　　 鏑
呻　　　　　 代

傭　　　　 考
旧石 欄文 弥生 古墳 平安 中世

１ 久保上／平 久 保 ○ ○ ○ ○

２ 久 保 下 久 保 ○
３ 幽 垣 外 久 保 ○ ○

４ 天・ 威 久 保 ○
Ｓ 向 坦 淑 垠ノ井 Ｏ Ｏ ○ ○

６ 糞　　輪 塩／外
一久保

木下・三日町
Ｏ Ｏ ○ ○ ○ 昭和57年一平成６年度屑査

７ 山 の 神 塩ノ弗 ○ ○

８ 内　　謐 北 殿 ○ ○

９ 天　　伯 増ノ弁 ○ ○ ○ ○ 躇和42年康跨毫

10 塩 ／井 堪／弁 ○ 平鹿６年次調査

11 上 人 植 場ﾉ井 ○ ○

12 垣　　外 煤ノ井 ○

13 東 廼 外 ｔ 搬 ○ ○

ll 大　　泉 大 泉 ○ ○ ○

15 粂　　寫 ｔ 鍬 ○

16 北 垣’外 北 欧 ○ ○ ○ ￥虞２零農糾豪

17 酉 坦 外 北 搬 ○ ○ ○

18 荻 河 原 大 農 ○

19 扶鋼神社 北 欧 ○ ○

20 曹 ／上 雨 飛 ○ Ｏ 平歳北年度屏査

21 零　　場 田 畑 ○

22 田　　紬 田 畑 ○

23 神 子 衆 神子柴 ○ ○ ○ 昭杷33年農肩豪

第４節　基本層序

久保上ノ平遺跡は西から東方角に傾斜している段丘面に位置している。胴奎地は長期問にわた

り耕地として括用辱ttでおり、土層堆積状飽も嶋所により大きく異なうてい る。

基本Ｉ 序を示すと思われるものはＡ地区土層既察地点Ｅに見ら れる。｜眉 が表土または耕=ｔ、

ｎ層が黒褐色ｔ ｍ瘤が箆表 土、Iｖ盾が糟褐色土、ｖ層がソフトローム層となる。

ソフ｝ローム層から上の土皿をみたとき、もっとも土贋の最積がみられるのは調査地の中央部

から西側にかけｔ の一部である。このことから駒査地では。北方向から梅方向にかけて基盤層が

なだらかにくぼんだ谷農となって1ヽ ることが考えられる。

圓査地東側の土眉観察岫点ｃ・Ｇ では１噛の下層部と||屠の上１ 部に鳳褐色士ヵ嘲I秋に含ま九

る節分がみられることから、耕地の造成及ぴ耕作による撹乱 か認められる｛剱４・ ・振６・●

薦｝｡

－ ６－



―
Ｏ
　
　
　
　
　
　

ｍ

謳
土 層監 察地 点Ａ

繭

ｔ耶観察●４C

白
友 刷親 甕111〃l

ｌ 毅土 伐.5ｙ腎41

！ 巣鴨ｔｊ４Ｓy鯉yl｝

ll 鶴 色まcg 一 ムプｇｔ ｆｌｉ 哨

Iv ソフ １ｇ 一ム12.5Ya/勘gl 政4/4;

ｊ 痢土 鳴 禽｝12.SYS/4｝

111 色１ ｛自 －ムプａｏ ｙを含む1

11 ソ７卜ｇ‐ 祠2.SｙＳ/恥 佃
ｙ4y13

１ 表・12,SYSy4｝

11 昌 褐ｔjl 価YRX/13

11 色土 師 －ムプｇ９ 夕を會ｕS

C10ｙ4/4S

IV 帑 鴫＆ｊＸ Ｑ－４ プａ 。夕を驀く含

t,010 η/・

Ｖ ･／７１９－ムIS.5YIyｇ

繭

一
一
’．
‥一
一
‐
潟

土 層 竃察 地点 Ｇ

良土{2.sW43

sふ色土{laｙiyi}

ｙ７ 卜ｇ一 ム12.sY8陶

第４図 土層柱獣図

－ ７ －

土 嘔爾 章岫 点Ｂ

ｔ 岡凱 末端Ｘ Ｄ

昌

土ｌ観察亀点Ｆ

｜ 曇 土 扨.sｙ ｖ4S

R ｓ 鴇 色 輿15YR2/1 ）

ｌｌ ｌ ａｉ ｛p － ム プ ｇ ツ タ

を 貪tf 口10 ｖ4/41

rｙ ｙ フ ｝ｅ 一 ム｛2,s ｙs ♂・

ｌ･ 恥j･.{t.S ｙ Ｍ4j

ll 飴 色ｊ;｛g －ｊ.ｙg 。夕

をｔ Ｍ ｛jeｙd/4｝

口1 暗 栂色出（ｇ一 ムプｓ ヤ

タを１（ 會伺gl 叫 －3

1y ソ７ 卜ｇ一ふ｛2,sｙaμ ｝

｜ 恨止(x.sｙs♂41

11 畠柘＆£ａy 駄yjj

・ 舛色£{}IYI/4

1¥ ｙ71g － ム(i､5ｙ厦s)



第２章　調査の経緯

第１節　調査の契機と経過

天竜川右岸の段丘上に位置する遺跡は、天伯遺跡や北垣外遺跡にみられるように縄文時代から

平安時代にかけての集落が分布しているが、大泉川・戸谷川などの天竜川支流の河岸段丘沿いに

位置する遭跡と比較すると密度は非常に高い．

平成７年庚に南箕輪村で墓地公園の造成を久保区の字上ノ平地繕において計画したため、村教

育委員会は造成予定地か天竜川右岸段丘上に位置し、遇去に大規模な圃鳩警4S が行われていない、

ほぼ自然の地形をとどめていることから、遺跡が埋蔵されていることを想定してトレンチによる

試掘調査を平成６年12月に寞施した．

調査の結果．平安時代の住居址数軒とこれに伴う遺物を確隠したほか、縄文土器・石器等の造

物を探取した．

これらの結果をもとに､翌年の平成７年４月より墓地公園駐車場郎分を除く約1,000㎡の発掘調

杢を行った．

この調査期間中に隣接する周知の遺跡において、南箕輪村土地開発公社による宅地造成叶画が

具体化したため、墓地公皿予定地の飼甕に引き続き約3,000㎡の発振調査を実施することとなっ

た．

宅地造成予定地内の遺構の広がりを確認するため､墓地公園予定地に接し ていない約1,000fyfを

グリッドによる賦掘調査を実施した結果、遺剱が認められなかったため、宅地造成予定地の鯛査

面積は2,000㎡とした．

これにより飼査を円滑にすすめるために墓地公間予定地をＡ地区、宅地遣虞予定地をＢ地区と

し.各区ごとにグリッドを腔皆した．グリッドは２・ ×２ｍとし．南東端南側から東西列をＡ～Ｙ

のアルファベット．甫東端東側より南北列を算用数字で表した く第６図参照)．

Ｂ地区の調査は、Ａ地区の断面嗣査で確認した遺構の包含層上面まで重機で掘削し、弥生一平

安時代の遺構の上面確留・検出と並行して、トレンチによる縄文時代の遭構の確露と検出を行っ

た．

調査期間は、Ａ地区の爾査を４月６日から５月26日まで行い．Ｂ地区の調査は５月31B から９

月20日まで行った．
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調査 日誌

平成６年12 月

12月１日　爾査地の葦刈りを行 う。

12月５日　８本のトレンチの般定をする。

12月９日　テント・機材の搬入を行う｡

12月12日　重機によりトレンチを掘朋。続ゝ

て上面確認を行う。

12月14日　１レンチ ４・５・６で住居址を確

認する．続いて１レンチの上面纏

認を行う.

12月15 日　１レンチ２・５で住居址を羅紹す

る．続いてトレンチの分層を行う．

饌削土中より土師器・縄文土器片　　12 月19日

が出土.　　　　　　　　　　　12 月20日

12月13日　トレンチの上面確認を行う．午前

中に雨が降り始めたため作業を中　　12 月26日

止する．

平鹿７年４月

４月６日　重機による表土剥ぎと上面確認を

行う．住居址３軒を確認．

１レンチの分層と配録を行う．

１レンチの分層と記録をliう．本

日で試掘 を終了する．

県教育委員会文化尊指導主事．村

保健福祉課長．村教育委買会教育

長及び担当者で乳場の祝察を行う．

４月17日　上面確認と並行して４号・８号・

10号住居址の検出にはいる．

４月７日　 グリッドの設定と上面確認を行う．　 ４月18日

住層址３軒を確認．

・月10B　 上面礪認を行ｊ．住居址３肝を●

認．

４月11 日　上面確認と並行して南側壁面の訓

整及び分盾を行う．

４月12a　 周天のため作葉中止．

４月13日　上面確認を行う．住居址1･f と柱

穴群を確麗．

４月141　 上面確認を行うが．午後になり爾

天のため作業中止．

平成７年５月

５月１日　雨天のため作業中止．

５月２日　雨天のため作藁中止．

４ 月19 日

４ 月20 日

４ 月21 日

４ 月24 日

４ 月258

4 月26 日

４ 月27 日

４ 月28 日

４ 月30 日

５ 月 ８ 日

５ 月 ９ 日

ほぼ上面確紹を終了する．１号・

３号・６号住居址の検出にはいる．

雨天のため作業中止．

９号住居址の検出にはいる．

２号・５号住居址の検出にはいる．

６号住居址の検出にはいる．

爾天のため作業中止．

各遺構の検出を行 う．

各遺構の検出及び記録を行う．

各遺構の検出及び記録を行う．

現地脱明会を行う．

各遺構の検出と記録。

各遺構の検出と記録。周漕墓を２

ll



基確認する．

５月10日　同溝嘉と柱穴群の検出Sこはいる．

５月11日　各遺構の検出と記録を行う．

５月12日　各遺構の検出と記録を行う．午後

は天候不順のため作業中止．

５月15日　雨天のため作業中止．

５月16 日　爾天のため作案中止．

５月17 日　一日中．天候不順であったが調査

を行う．

５月18日　住居址の検出をほぼ終了．記録を

’　 行う．

５月19日　あらたに蜀魂暮 】基を確認． 検出

にはいる．

５月22B　 雨天のため作業中止．

５月23日　遺構の記録を行う．

５月24 日　遺構及ぴ調査地北側の土眉斯百を

記録する．

５月25日　遺構の記録を行う．

５月26日　遼構造の劃盤と飼査地の片付けを

行い、検出遺構の全貴写真を憚っ

て調査を終了する．午後に北に隣

検する宅地造成予定地西笥の試掘

を行う．

５月30日　宅地造成予定地をＢ地区とし．畑

地の表面探集を行う．縄文土器片

の他、各種陶磁器片を採取する．

５月31 日　重機によりＢ地区畑地部分の表土

剥ぎと上面確認を行う．

平成７年６月

６月１日　重機での表土剥ぎと上面確認を行　　 ６月12日

う。Ａ地区で確認した周溥墓のつ

づきと．あらたに２基の周扉簒を

確認する．

６月２日　重機による表土剌ぎと上面確昭を

行う．周溝墓２基と住層址４軒を

確認する．

６月Ｓ日　重機による表土剥ぎと上面確認を

行う．調査地北西部で多量の縄文

土器片が出土する．

６月６日　重機による表土剥ぎと上面確認を

行う．

６月７日　重機による表土剥ぎと上面殖麗を

行う．

６月８日　上面確認を行う．午後にグリ ーy卜

の設定をして、上面確認で出土し

た遺物の取り上げを行う．

６月９日　爾天のため作業中止．

６月13s

6 月14ａ

上面確露を行う．住居址２軒を確

昭する．

回天のため作業中止．

上面確認を行う．住居址２軒と柱

穴を確認する．

６月15a　 上面確肥と並行してトレンチを４

本咬定し、うち３本を掘削する.

13号住居址の一部で床而を確認す

る．

６月16日　トレンチの掘削．黒土層中で住居

址を１軒確認する．

６月19日　トレンチをあらたに４本設定して

掘削する．縄文土器か集中して出

土した部分の写真撮影 をする．

６月20日　トレンチの掘削．ロームマウンド

を硫認する.17 号住居址の検出に

はいる．

６月21日　トレンチの掘剛.住居址1軒を確膠

12



する．また．規刷的な配列がされ

た縄文土器２個体が２簡所で出土

する．

６月2Z日　トレンチの掘削．配列がされた繩

文土器からほど近Iいところで底が

打ち抜かれた合付浅鉢型土器が出

土する．

６月23日　雨天のため作墨中止．

６月2S日　トレンチの掘削．あらたに周溝嘉

1基を確認する.天候不順のため午

前中で作業を中止する．

平成７年７月

７月３日　雨天のため作業中止..

7 月４日　雨天のため作業中止．

７月51ﾖ　 爾天のため作葉中止．

７月61ﾖ　 繭天のため作業中止．

７月71ﾖ　 亜日の蘭天により遺構の放出は中

止する．トレンチ掘削時の僑土を

移動する．

７月】OIﾖ　各竃構の検出と記鮭を･fiう． ｝レ

ンチの分●と記偏をする．

衝により住居址内に篁れこんだ堀

を取り除（ 作業をする，

７月11B　 各逮衛の検出と配剱を行弓．

７月12白　扁天のため作業中止．

７月13日　各遭構の検出と記鋒を行う．

？J114臼　雨天のため作業中止.

？月17自　雨天のため作貪中止．

平戚７年８月

８月I FI　各遺構の検出と紀録を行う。

８月２日　各遺構の検出と配録を行う。８号

周溥薯上面確認。

－13 －

６月27日　珊珊馮の上ｉ 礪認と住居址の検出

にはいる．

６月28EI　遣構の検出を行う.11 号匯居址は

火災家屋であることが わかる．

６月29日　遣澗の検出を行 う．住居址の土用

断面の配録をとる．

６月30日　遺構の検出を行 う．土蕃の配列Ｓ

れた遭梢司飼査を行う．

７月181ﾖ　各遺構の検出と記録を行う。午前

中に小掌校で見学。

７月19Eﾖ　各世謝の検出と配録を行う。午後

に村理事者視察。

７月20日　雨天のため作業中止。

？月21日　雨天のため作業中止。

７月24Eﾖ　各奮構の検出と記録を行う。遺物

の取り上げをはじめる。

７月25日　各遺構の検出と記録を行う。

？月26a　 各遺鱗の検出と配録を行う｡1x 号

住居址南であらたに２軒の住唇址

を確認｡

？月27日　各遺構の検出と記録を行う、

７月28白　一時雨芙となるが、作業 をつづけ

る。

７月29日　各遺構の検出と記録を行 う。

８月3 EI　各遺構の検出と紀録を行 う。午前

中に伊都北高校雁史郎見学、

８月４日　各遺構の検出と配録を行 う。



８月７日　各遺構の検出と記録を行う．贋査

地北側でトレンチにより縄文の住

居址1･i を確認する．

８月８日　各遭構の検出と記餓を行う．昨日

のトレンチの拡張をする．

８月９日　各遺構の検出と記録を行う． ｝レ

ンチの拡張を引き続き1?う．

住居址２軒をあらたに礪認する．

８月10日　各遭構の検出と記録を行う．午後．

雨天のため作業中止．

８月11 日　各遺構の検出と記録を行う.トレンチ

によりあらたに確認した住居址は７

軒となる.特殊遺構より人のチをかた

どった土器片が出土する．

８月17 日　各遺構の検出と記録を行う．県立

歴史剱ｉ 事の三上氏、調査指導の

ため視察．

平成７年９月

９月１日　各遺構の検出と客!昌を行う．

９月２日　各遺構の検出と配録を行う．

９月４日　各遭構の検出と配録を行う．

９ 月 ５ 日

９ 月 ６ 日

９ 月 ７ ８

９ 月 ８ 日

各遺構の検出と記録を行う．

各遺構の検出と配録を行う．

各遺構の検出と記録を行う．

８月18日　各遺構の検出と記録を行 う．

８月21日　各遺構の検出と記録を行 う．

８月22日　各遺構の検出と記録を行 う．

８月23日　各遺構の検出と記録を行 う．トレ

ンチによる遺構の確認を終了し．

検出にはいる．

８月24日　各遺構の検出と記録を行う．

８月25日　各遺構の検出と記録を行う．

８月26日　各遭構の検出と記録を行う．

８月27日　各遺構の検出と９儡を行う。Ｂ地

区の遺物を郷土館へ搬入する．

８月28日　各遺構の検出と記録を行う．特殊

遺構の配列された土器の取り上げ，

８月29日　各遣構の検出と記録を行う．

８月30日　各遺構の検出と紀餓を行う．

８月31 日　雨天のため作業中止．

９月13 日　各遺構の検出と記録を行う｡38 号

住居址を確認する。

９ 月15 日

９ 月16 日

９ 月18 日

各遺構の検出と記偉を行う。 ７号　　 ９月19日

周墳墓南より36号住居址を確認す

る。

９月９日　各遺構の検出と記録を行う．明治　　 ９月20日

大学戸沢教授、村教育委員会関係

９ 月 Ｕ 日

９ 月12 日

者他、遺跡を視察．

各遺構の検出と記録を行う．

各遺構の検出と記録を行う.37 号

住居址を確認する．

－14 －

雨天のため作業中止．

雨天のため作業中止．

各遺構の検出と記鼻を行う.39 ・

40・41 号住居址を確認する．

各遺構の検出と記録を行う.40 号

住居址より人休文のみられる有孔

跨付土器が出土する．

各遺構の検出と記録を行う．本日

で作案終了のため片付けを行う．

９月21日　 調査地Ｂ地区の航空撮影を行う．



第２節　 調査 の体制

０賦掘喬査 調在担当者 友松 諭0 繭箕柏村教育委只会社会教青係学芸員）

鯛査補助負　庸潭事男（廂箕輪村教育委員会社会鹸育係主査）

調査作業員（五十音雇）

伊藤死平 小探よね子 息EI　 疋 唐潭容子　山田武志

Ｏ発福調査 贋査 聞長 杉潭 轍（南箕輪村教育黄員会教胃差）

祠査拉当者 友松　胎（南箕輪村教冑委員会截会教育係拳芸輿）

胴 査 輿　福沢幸一

調査作業員（五十蛮順）

有賀 悟 飯塚興喜子 五十嵐正子 欺卜.今朝人 伊藤 ｌ.

伊古幽子 伊藤亮平 字地由一 太田祥二 小満よね子

工藤 洋 工藤 学 會・しげ子 倉田睦子 桑潭正典 小松孝臣

黄水よし子 誠意三歳 征矢謙吾 征矢志づ于　田中真人

中坪ひとみ　馬場唇司　原 公夫 原 春子 平滞克久 福庫京子

拓村恵美子 藤渾のり子 伯首原 正 堀 五百洽 堀　千恵子

本田秀明 松潭英太Ｓ 山田武志

Ｏ亭 群 局（平欧８年度）

杉轜　 崇（ili箕輪村教育委員会教育長）

虚渾咄 男（南箕岫村教冑委員会教育次長）

碧海由江（雨箕輪村教育委月会社金教育係長）

唐滞孝男（唯箕鵬Ｈ教脊委月会社全教育仮主峯）

有賀秀樹（甫箕鞠忖教育桑貰金公民館主峯）

松卵黄太郎（南叱轄村社会教育指導員）



第３章 調 査 結 果

第１節　縄文時代の遺構と遺物

｛1｝ 竪穴 住居址

３号佳居址（弟 ？図）

Ａ地区で検出した。長軸3.1r・、堰軸2.9 ●の不整楕円形を呈する。壁残轟は1乱爽～12c11である、

周珊。炉址は披出できなかった。昧面はローム眉まで搦り込まれ叩き締められているが、貼９床

は全体的に軟弱である。ピ･・ ｝はＩ恭検出したのみで他には検出できなかった。このピ７ ｝が主

柱穴になるのかは判然とし ない。

斎物は少なＧ 覆土中雇よ９縄文土器片｛・8 －I －31 が散点･出土しているのみである。 よ９

て本址の時期は判然としないが、縄文時代中期中葉であることが考 えられる。
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第 ７ 図　 ３ 号 住 居 址 爽 測 圀

41

。
”
　
　

心

５号住居址（第９図）

Ａ地区で検出した。住居址の約３分の２椋は調査区外になるため全容は不明であるか、不買楕

円形を呈すると思われる、壁残商は15Cll～6g である。周溝は検出できなかった。床面はi］－ム

－16 －
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３母住居址出土土Ｓ拓影図

ｌ まで禰り込まれ覆く叩き締められている

が、部分的に軟弱な箇所がみられる。西誓

に張り出した部分がみられるが、床面のレ

ベルとほぼ同1こであることから本住居址に

伴うものであると思われる。ピ･、卜は５基

検出した。位哉的にみて廸替えの行われた

可能性が考えられるか、主柱穴の新|日屍係

は判然としない。住居址中央部よりやや東

側の比較的張床の良好な部分の床下に長軸112．｡ 短軸108cl,、深さ56．１の土坑２があり、この覆

土中眉から拳大の黒曜石が出土している。

炉址は胸査区内からは検出できなかった。遺物は土器片（図ｕ－１－４）が覆土中臍及ぴ床面碇上

より出土しているが、数は少ない。他に打製石斧（図10－5 ）が出土している。

木住居址の時期は造物辱から縄文時代中期後集であると思われる。
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第ｎ１　 ５号住居址出土土器拓彫図

13号住居址（第12図）

Ｂ区で検出した．長袖6.6m 、短軸5.58m の不整楕円

形を呈する．主軸はＮ－４’－Ｅを示す．壁残嵩は33㎝

～13eｓである．周溥は検出できなかった．床面はロー

18

第10図　５号住居址出土遭物爽測図

ム層まで掘り込まれ、・ く叩き締められており、締まりは全体的にたいへん良好である．東側に

張り出し部分がみられるか、床面とのレベルがほぼ同一であることから本址に伴うものと思われ

る．ピットは11 基被出した．本址には炉址が２基認められることから、主柱穴には新旧関係のあ

ることが考えられ､ 位置的にみて、PI ～PI か旧経穴であると思われる．新しい主柱穴はP ．～Ｐ,l

と思われるが､|日姓穴を再利用していることが考えられる．このうちＰ,とＰ.は底部に貼り床を有

する．

炉址は２基検出した．炉址ｌは長軸78cl,.短軸69．の不整楕円形で、瓢さ15a,に掘りくぽめた

地床炉である．内部には焼土が彪められる．炉址２は住居址中央よりやや北側に位置し、長軸111

ホ、短軸78c,lの不聾楕円形で霖さ14㎝に振りくぽめた石囲炉と思われる．内部には艇土が膠めら

れ、炉石か抜き取られた跡がみられる．この２つの炉址はほぽ同一のレベルにある．ピットの位

置及び２つの炉址辱から、この住居址は拡張または重複していることが考えられる．

造物は炉址２の周囲から深鉢型土Ｓ(図13－1・2)､ 覆土上層及ぴ中層より土器片(図15－1 ～15)

が出土したほか、覆土中層より石斧( 図13－3 ～5) 、また、PI より石斧( 図14－8) 、P11 より石

芹( 図13－3 、図14－7) の石Ｓが出土している．

本住居址の時期は遺物等から縄文時代中期中葉から後葉にかけてのものであると思われる．
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24号住居址（箔16図）

Ｂ地区で検出ｔた。 渦状遺構に 南北の壁の一都と｡20 号住居址に東銅盤と床ｉ の一部を裏濾さ

れている。長翰4.2m 、髪岫3.5・の不整楕円形を呈する。主軸はＮ－41’－Ｗを示す｡ 斑残高は36.5

－21 －



s ～27g である。周溝は検出できなかった。床面はローム層まで据り込まれ堅く叩き締められて

おり、啼まりは全体的にたいへん良好である。ピットは５基検出したが、これらが主柱穴と思わ

れる。炉址は炉石を有する石囲土ａ埋設炉で、住居址中央よりやや北側に位置しており、底部を

欠いた霧鉢型土器（図17－l ）を埋設している。焼土は炉石の周囲にみられ、埋設土器内鄙の覆土

には認められない。

遺物は少なく、覆土中層より石匙（閉17－2 ）か出土しているのみである。本址の時期は遺物辱

から縄文時代中期中葉であると思われる。
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21r号僑居址（第19a

B 地区で検出した｡26 号住居址及ぴ土填12に北側壁の一都，27 号住居址に南西側壁の一部，31

母住居飢に甫側壁の一部をそれぞれ破壊されている。長軸7,511，短軸６ｊｍの不整稽円形 を皇す

る。主岫はＮ－３？－ｗを示す。壁残高は34ｓ －14g である。周魂は独出できなかった。床ｉ は口

－ム盾まで掘り込まれ螺く叩き豚められており，締まりは全体的にたいへん良好である。

ピ･・ ｝は19 基検出した｡主柱穴はPI ～PI, と思われ,P1 とＰ,を結ぶ線を軸として左右にｌ 箇所

の配置になると考えられる。Ｐ,ljPI との莫連が考えられる。また，Ｐ,2～PI,･PI, の位置から本

址は拡張された可能性があると思われる.PI.･PI. は位置的にみて31号住居址に伴うものであa，

と思われる。PI ・ P｡ ・ Pll・ P17は麟面形が襲収とな９でいる。

炉址は炉石を有する石囲土器埋設がで，住居址のほぱ中央に位置する。埋験土器の内部は下層

及ぴ中潜に焼土が認められ，その関には黒褐色土が堆 積している。炉址の禰囲及ぴ。炉趾北東側

－23 －



の床面にも焼土が認められる。埋設土器は下郎分を訂ち欠いた探鉢型土器(図18－l) を埋鹸して

いる。遺物は炉址周囲の床面直上より深鉢型土器( 図20－2 ・3 、図２１－６・７)。覆土中層及び下

層より屎 鉢型土器( 図22－9) 、有 孔鍔付土Ｓ 片( 図22－10)、土 器片( 図22－ll～13、図23－1

～9) 、覆土中層より石器(図24－15～20)、北側壁付近の覆土中層より顔面把手付土器の把手部分

(図22－14) が出土している。

本址の呻期は遺物等から縄文時代中期中葉であると思われる。

0　　　　　10QI
←

第18 図2S 号 住 居 址 出 土 進 勧 哭 測 吸(1)
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z7号住居址( 第25図)

Ｂ地区て噴 出した.25 号住居址の南西側の壁の一郁を破壊している．発掘中に東側壁を摺削し

てしまったためプランははっきりしないが､ 長軸5.0 ●の不整檎円形を呈すると思われる．主軸は

Ｎ－5ｒ－ｗを示す．壁残高は18ｓ ～11ｓ である．周溝は検出できなかった．床面はローム層まで

掘り込まれ、堅く叩き締められており東側の一郁を除き締まりlj全体的に良好である．ピットは

５基検出したか、主柱穴はＰ,－Ｐ．であると思ｂ れる．ＰＩ．Ｐ,は断面影か袋状となっている．住

居址北側にある土坑1･の内部には正位に置かれた深鉢型土器がみられた．

炉址は地床炉で. 住居址中央よりやや北西よりのＰ,とＰ,の間に位置している．長軸68,．､短軸

51c●、深さ14 ㎝の不整楕円形に楊りくぽめている．炉址内部及び周囲に焼土はみられない．炉址

の縁辺には４個の石がみられるが．火為を受けた跡が認められず、炉址に伴うものか刊然としな

11●

遺物は炉址周囲の床面直上より課鉢型土器 圀26 －4 ・5、図28－ll)、及び浅鉢型土器( 図27－

s ・9J、土坑14 より課鉢型土器( 図26- l l. 床面直上より石鏃( 図30－|貳 覆土中層よ９石匙( 図

昶－12)、石斧{図3a－13}等が出土している．本住居址の時期は遺物等から縄文時代中期中葉であ

ると思われる．

28号住居址( 第31図)

Ｂ地区で検出した.29 号住居址を破壊している．また、囲溝誠に南側壁の一部を破壊されてい

る．住居址の２分の１程は臍審区外に入るためプランは判然としないが、南北方向に主軸をおく

不整楕円形を呈すると思われる．壁残高は22 ㎝－13CSヽであ る．周溥は検出できなかった．床酉は

ローム層まで掘り込まれ．堅く叩き締められており締まりは全体的に良好である．ビ･y卜は７基

検出したが、主柱穴はＰχ～Ｐ４であると思われる。Ｐ,は底都が貼り床となっている．

炉址は石囲炉で２分のｌ程の検出であったため全容は判然としないが、深さ15㎝に橘りくぼめ

ている．炉石には都分的に火熱の跡が認められる．炉址の底部には焼土がみられる．また、PI 付

近の床面にも焼土がみられる．遺物は炉誠周囲から深鉢型土器(図32－1・2) 、覆土中層より石斧

(図32－3 ～5) が出土している．

本址の時期は遺物等から縄文時代中期中葉であると思われる．

29号住 居址（第31図）

Ｂ地区で検出した.28 号住居址の甫壁付近から床而のみが検出できたためプランは不明である．

遺物は観土中層より土器片（図34－1 ）と石鏃（図34－2 ）が出土しているが、本住居址に伴うも

のかは判然としない．よって本址の時期は不明である．

－32 －
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3（1号住居址（梢35図3

B 地区で検出した｡31 号住居址に西側壁の一郎を破壊されている。長岫6.3m 、短軸5.05m の楕

円形を星する。１ 軸はＮ－４『 －Ｗを示す。壁残高は43・ －Ｓ・ を湖る。周溝は南側壁‾Fに わずか

にみら九、長さ１､８ｍ、幅21－～？クー 。探さ８．～９． である。床面はローム嘔まで楓り込ま粍誤

（ 叩き締められており。締まりは全休的にたいへん良好である。ピフＨま８基検出した。ｉ 柱 穴

はPI ～PI であると思われる．ＰＩとＰ,の申同点とＰ,を結ぷ雌を輸として左右に２本ずつの配 置

になうてぃ る。ＰＩは位置的にみて31」ゆ住窮趾に伴うものであると考える。PI の東側には長軸74

㎝｡ 短軸72al. 塚さ10・ｌの不整円形に搦り込まれ勣り床を有するピ･。訃状のくぽみかみられる。

炉址は炉li を有する土器燃設炉で。住居量中央よ９ややｔ 偏に位置している。長軸62㎝、壹馳

一 拍－
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s2・ の不贅禰円形に釧９くぽめ．そのｔ哨に上郡と‾F祁を打ち欠いた膠鉢型土器! 図３?－５１の劃

部を埋峻している．炉11及び埋餓土器の内部には焼土はあ まりみられない． また、炉石において

も火熱司飾lj・められない．

遺勧はＰ,と炉址の間の床面面上から屎鉢型土器（図ｓ 一日 か出土しているほか、榎土中趨より

有斧c 図３ｓ－６・７・ｓ）．凹石（・38 － 8）等か出土している．本址の時期は遺1角等から縄文時代

中期中葉であると思jつれる．
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31号鮭躬・1 瞎39罰1

B 地区で検出Ｌた.25 号住居ｔlり甫憧駝の一一導と31 号住居址の西側覆の一部を破壊している．

発扨中|こ211号住居址と11号住居ｔ と痢切り合ｓl幕分の竪を柵り崩してＬ まうたため、プランはは

・ きりとしーないが．・ｉ 方向にまｓ を示す、楕円形を呈して1ヽ ると累力ま１る．壁楓高|よ30・ －ｕ

・ である．周溝gJ着出できなかった．床■ｅ ロー ム●まで翁 り込まれ【liき糠められている．全体

岫に締まり1よ駄弱で畳付近になる稲罰くなる． は・ きりとした貼り床は炉址のｔ 奮の一都でＬか

確陣できなかった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －

ビ ー・１は14基検出した．主柱穴はＰ､～ＰＩであると思われる．このうちPI･ Ｐｘ･ PI・ ｒll;j断

面形が痩状にな・ ていｉ,．Ｐ,一Ｐ
ｌｌは曜さ

ｇ。～ｌｊ･一で風則畦μ みられな1･が、炉ｌ;を爾tl よう

な位ｚＩ なうてぃるため本差|よ拡張されてぃゐことが考 えあれる。PI ．は位置的にみて21 号住居

址に林うものであると思わf1る．

炉址は石Ｉ 炉と思たれ、住曙ji中央よりやや北側に位霜している．床面からIsんのわずかに圃

りくぽめたもので、床面とのレベル楚ligt λどみられない．炉jlの周回|こは浪土が広か．てい

る．一郎のみ貼り床かみられることや、能土か首歓Ｌてぃるこ１から、炉址4り一部杜幽彊されて

いることか考 えられる．政存する炉石には書分的にま僥4y】跡１１１められる．遣●は少な｛､ 床面及

ぴ貳涵直1,よ９の出土はな（ ．観土中層よ９土器片1 屈10－I ・2）か出土してぃるのみである.本

佃君址め時潮 は遠海l､屑閥の住居11との切り合い関係等か ら縄文鴫代中顧撞粂であると思われる．

32号但E邑址ll･2 図・餉S3圓)

Ｂ岫区 で楠ｉ Ｌた.33 号住層址と土坑IS こ七側畿の一部を確壊されている．長軸6.0m 、短岫4 』

・ の不整槽円形を呈する、萱残高は4k ・一・ 一である．扁溝ａ 壁下よりの駿出はできなか・ たが．

各ピ ー、卜を箱ぶ彫で他出Ｌた．町北倒の一部と東偏でー驀 進切れてぃﾐ､．即さ６ａ～２ａ,．幅Ｕ

ゴ－Ｕ㎞1である．

聚■はロー ム暦まで偏り込まれ重 く叩き糠められており．纏まりは全像的にたいへん良好であ

る．ピ･・１は10碁駿ＸＩＬｔ ．主柱穴は周跨の砂出位置から新la の関li かあるとみられ、新しい主

柱jscμ Ｐ,～Ｐ,. 古いｉ 種穴lまPI ～PI. であると思わ札る。PI･PI はそれぞれ．２つのピ７１が

重複Ｌていることか考えられ、侯居11 の中心に逝いものがi!iい主柱穴の１つになa,と思われる．

これらのピット内部壁面農ｙ或毎には小石か多くみられる．

炉址は土醤ll 置炉で､ 住居裁 中央よりやや西匍に仙・ Ｌている．冪ｓl 咄．、偕軸肌．の￥ 東綺

円形に11は垂直に欄９込んだ課さ1＆・ヽ11．の土坑我のＯＩみに下郎を打ち欠いた濃鉢空土器

但M6-1 帥を埋設している．優民ii-のプランに新』日蘭藤がみら紅ることか４炉謐においても新『日

関価があるものと推測できるが．判・ できるものがみられず判然としない．

珀●gj 良居il 裏土の中珊よりまとまうた・ ●で多量の土偏( 幽43－1 、唐４･－２・３．圓･s－4

一一？、酸･S－11－13、117 －L･･151 と･ｑl？{ 国49－1B－23、嘱51－30～3})、石匙ll! ｌ －25･213.石

－ ●5－
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錘{国5e－2?}、横刃型石器(図50-28･29) 、凹石( 図51－32) 等の石器、土偶の脚部g図48－15一一17)

が出土している．床面からは浮いた栽勉で出土しており、吹上パターン状の廃棄遺物と思われる．

土葬は完形品がなく、いずれかの部分が欠けている．出土した土偶の脚部はいずれも覆土上層か

らの出土で．(図41－15･16)は胎土、焼成、文様から同一倒体と考えられる．本住居址に伴うと思

われる遺物ljPI の覆土より出土した探鉢型土器1145 －9} と西側壁下より出土した土器底部( 図

46－11)、炉址の埋設土器吻46-10} がある．本住居址の時期は遺物等から縄文時代中期中葉であ

ると思われる.
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血
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33号住居址( 第S3副

Ｂ地区で検出した。32)堅住居址の北側壁の一部を砿濤している。また、32号住居址を検出する

際に南側の壁と床の一部を掘削してしまった。住居･址の２分の１程は瞰査区外になるため、プラ

ンは刈然としなしヽが不贅楕円形を呈するものと思われる。壁残高は1＆ａ～6 口 である、周溝は検

出できなかった。床面はローム層まで掘り込まれ、堅く叩き締められており締まりは全休的に良

好である。檀出した住居址中央より西側の床面は撹乱により破壊されていた。

ピットは1Q基検出した。主枝穴はＰ,一Ｐ,であると思われる。Ps とＰ,｡の閻に長軸66．1､短軸51，

・ の歪んだ不整円形の土坑17がある。この土坑は断面形が袋状となっている。また、ｊ。Ｐ３も断

面形が袋状となうている。

炉址は一部が脚査区外に入るため全容は不明であるか、扱き15c。程の毎り込みをもつ石囲炉で

ある。炉址の底部及ぴ炉址より北西劉の床面に焼土がみら れる、炉石にはわずかに火熟の跡が瞎

められる、

・ 物は土坑1? の底郁より探鉢型土器( 図52－ａ) と、東賃壁下の床面直上よ りほぼ完形で裏側に

沈綜による渦巻き状の文様が施された器台(図S2－3) が出土してﾚヽ る。また、覆 土上層及ぴ中盾

－57 －



県52図33 今住・ 址出土遣物臭綱匯1）

-

へ　　 ／　3
－

0　　　　　1C 聊
｜　　　 、　　 ｊ

より石斧（圀54－3 ・０ 、石 匙（図54－6 ）、横刃型石器（図S4－5 ）が出土してい るが、本址に伴

うものであるかは判然としない。本住居址の時期は直物等から縄文時代中期後葉であ ると思われ

る。

－58
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第54図33 号住居址出土遺物実測図②

34号住居址( 第57図)

Ｂ地区で検出した。長軸６．３ｍ．短軸5.3m の楕円形を呈する。主軸はＮ －34‘－Ｗを示す．ｌ 残

商は34g －12圃である。周溥は北西側の壁下にみられるのみで、他では認められなかった。床面

はローム層まで捌り込まれ。竪く叩き締められており締まりは金体的にたいへん良好である、ピ

･y卜は６基検出した。これらが主柱穴であると思われる。深さは57 ㎝～37㎝ で、P3 とＰ.を結ぷ線

を軸に左右２箇所の配置になっている。Ｐzは断面形が袋状となっている。P2の西飼に土坑18と

Ｐ,と東傭吸の聞に土坑19がみられる。それぞれ平面形は不定形で、土坑18 の深さはll。、士坑19

の深さは30・ であり、断面形は部分的に袋状となっている。またPI と土坑19の間には深さ20・ 程

のほぼ垂直に振りくぼめた艦分があり、内部に長さ45a の縦長の砂岩がみられるが、立石であっ

－61 －



蓉

隷
斤
川
屁

．
Ｍ
　”

晦
”
　ヽ

膠
ＩＩ

ｔ

Ｗ

Ｕ

が

．‐‐ １１駅

⑩

j
，
‘“I

匹 折

ｉ ｌ

Ｄ ″
－

ω|

Ｄ‘
－

第55 図

｀
ａ
　
一

卜

尹

1
2
3
4

傭 彫' 騨 万

叶 矧

磯 イ

ー｢ ｆＷ'lf－●・　.､､｣　　　　　　　　　　　10

握じ獣
匍聊な、 僑賦

33 号 住 居 址 出 土 土 器 拓 影 図

暗 褐 色 土 （ ｇ － ム 練 于 を 少 量 含tr ）

潟 色土 （ 良 を 少 及 貪 む ）

賞 褐 色 土 ｛ ｇ 一 ム プ Ｑ ７ 夕 を 貪 な ｝

褐 色 土f ●ｔ を 會 む ）

ｐ － ム

Ｏ　　　　　　 ｌ 剛
ら

第56 図31 号 住 居 址 炉 址 実 測 図

0　　　　　　　　1a 仙

ら

－62 －



゛ ／

4j

ふ　　　　　　　　

・9　　　　　/ ゛　　　　　　　　jj

几

¬ － ¬

／

乱
丿 ¬

／

2 1s 褐 色jl

3 1aj; 呻 一 ム世干ｅ 少ぶl合匂

ｌ 曾s4色jり ｐ－ ふ紋子を 多且に含ｕ

ｓ 畷sふａｉＨ ｇ－ ふ稔子ｌ 多QIこｔ む｝

６ ９－ム

Ｃ ’

－

口　　　　　　　　 ２ 佃
←

第57 図34 号 住 艮1●寞 測 図

－63 －



二一可一 呵
フ
汗
に
Ｌ
」
に
口

口
宍

／

９　　　　　 １１
→

第S8 園34 号 住 居 址 出 土 遭 ● 実 測 Ｓ(1)

－64



と

う

購59図34 号佳属櫨出土ｌ 物実測図②

－65 －

ａ

ｇ

が
ら

プ

丿

に

ワ

土
O　　　　　J( ㎞
乙



こ

⑤母⑤
第印・34 号住居址出土遺勧実測圀《3)

rl;

Ｌ

し
凡
ぶ

O　　　　　IGS
ふ

|〃



白

八
付
け

口

）

①
絞
り
こ

八
川
け
足

鰯

回

こ

白爵

匹に
天
竺

気
に
Ｈ

㈹
一

八
川

川

目

目
け

。爪

口

才

介

昭

珊

―

一‐１

ｊ’帳

は

征

防

ム

削
賢
改
ｙ

０　　　　　　　　 １１
←

第61図34 号住居址出＋凄物実測畿嘔）

－67 －



’
X
　
N

n
習

坏

n
･

降

ｔ

」
‐－

9　　　　　　　　S ・

ら

爪
醐
裕

○
昆62図34 号住居址出土遺物実測図⑤

(
ｙ
）ｙ

氷

け
㈹
り

几

附

⑤

|恥 ¶

た可能性かある。

炉址は炉石を有する石囲土器表設炉で、住居址中央Ｊりやや北端に位置している。長軸95c。、

短軸72．の不整楕円・ に偏り込んだ くぽみの内部に上部 と下儡を欠いた課鉢旦土器の用Ｓ ・I

s8－ ○を埋設している。炉址の縁辺慕は炉石か抜き取られた欝がみられる。炉址及び埋設土器の

内都に堆積している土層に|まあまり焼土はみられず、埋設土器内部の覆土下層にわずかに認めら

れる程度である。また、炉址の来絢の床顧にも焼土が節分的にみられる、残存する炉石には大偽

の跡は露められない。

進物は炉址内絡より浅鉢塑土器 億158－lk 炉址周罰の床酉言卜より謬鉢型土器僅閤 －２、１

５９－６～８)、土坑18 の覆土より犀鉢型土Ｓ ・１９－引．Ｐ,の観土より深鉢型土器C 図5s－3) か

出土している。 また住居址覆土中趨よ９土偶1国60－12･13}、有孔餌付土器片1国恥一加)。石斧哨･

el－14－17、ほ62－２２ｋ 石匙g 圀sI－18･19)｡ 石謐( 図61 一助)、石俳4 図62－21】辱め石酋か出土

している。他に住居址外であり。本址に伴うものか刊然としないが、甫東飼壁付近より顔面杷手

付土器の杷肇部分1 図冊－11} か出土している。

本址の時期は遺仙郷から縄文時代中期中葉 であると思われる。

35号･ｌ 居址｛射ａ 庖｝

Ｂ地区で検出した。16 号住居址に南側の壁及び床面を破壊されており、一部調査区外になるた

めプランは刊然としないか、良軸5.9 ｓの不整賄円形を皇していると恩われる。壁残高は西側で22

ｓ ，東側で６・ である。扁鷹は栗側壁下の一部と西倒壁下にみられる。ビ･、Ｈま３基検出Ｌた。

主柱穴は申|然としない･が、位置的にみてＰ,とPI のであると思われる。PI は霧さ46・ で、性格は

判然としないが、本址に関 連するものであると思われる。

一剛一
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炉譲ははっきりとした跡がみられないが.Ｐ,の東翻に位霊する土坑の覆土中に少査で仕あるが

炭が認められたため、これか炉穴であうた可龍蔀かある．

遣岫は覆土下層よ９隈鉢型土Ｓ・･64- I ・到 、吊り手型土器の吊り于都９(1164－ 幻、皿 土上

層より土偶(・S4 － ０ 、 榎土上●及ぴ中扇より石斧C 顕65－5 －7) 、石鏃{ 國Ｓ－8} が出土して

いる．本住居址の時期は遊檜等から縄文時代中期申蛮であると思われる．

つ

丿

仁
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第碍・35 号 住 居 址 出 土 遭 枇 実 測IXZ ）

37号 住 居 址 （ 第67 図 ）

Ｂ 地 区 で 検 出 し た 、 檀 土 及 び 床 面 に 焼 土 及 び 炭 が 多 く み ら れ る こ と か ら 、 火 災 に よ り 鹿 屋 と な

り 埋 没 し た 住 居 址 で あ る と 考 え る｡38 号 佞 居 址 の 南 東 郁 分 の 壁 と 床 面 を 破 壊 し て お り 。 住 居 址 の

北 翻 膠 分 力嘲 査 区 外 に は い る た め プ ラ ン は 判 然 と し な い か 、 不 整 楕 円 形 を 呈 し て い る も の と 思 わ

れ る 。 主 軸 は Ｎ －851 －E を 示 す も の と 思 わ れ る 。 壁 残 高 は4k ・ －13cf ｒ あ る 。 束 價 の 壁 は 検 出 で

き な か 、 た 。 周 勇 は 検 出 で き た 壁 下 の 全 域 に み ら れ 、 栢21 ～6 ㎝ 、 深 き ６ － ２ ㎝ で あ る 、 床 面 は

ロ ー ム 眉 ま で 掘 り 込 ま れ 堅 く 叩 き 締 め ら れ て お り 。 締 ま り は 全 体 的 に た い へ ん 良 好 で あ る 。

ピ ーy卜 は17 基 検 出 し た､ 主 柱 穴 は 判 然 と し な い が 新 旧 関 係 の あ る こ と が 考 え ら れ､ Ｐ
１･

Ｐ
Ｉ･

Ｐ ｓ･

Ｐ ，・ ＰＩ・ Ｐ７･ Ｐｓ・ Ｐ,｡ に お い て 鳶 複 が み ら れ る た め 廸 替 え の 行 わ れ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 Ｐ ，

と Ｐ 。 は 断 面 形 が 袋 状 と な ウ て ぃ る 。

炉 址 は 石 囲 炉 で 住 居 址 中 央 よ り や や 西 例 に 位 置 し て い る 。 長 軸90 ・ 、 短 軸87 ． の 不 整 隅 九 方 形

で 、 屎 さ16・ に 掘 り く ぼ め た 縁 辺 に ８ 個 の 砂 岩 を 方 形 に 配 置 し て い る 。 炉 址 の 底 部 及 び 炉 址 東 側

－71 －
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第68図3? 号住居址山土造物笑剤図②

口　　　　　|( Ｍ

→

の球面には焼土が認められる。炉石には火熱の跡がI・ められる。

造物は覆土下層より膜鉢型土器C166 －1. 図68－ 2、図69－3 ・4 、17 卜 ５･-９、図72－13)｡

浅鉢型土器(爾71－11･12)、床面より浅鉢型土器(図71-ﾕl) 、樫土中層及ぴ下層より、石斧(図74－

14)、石匙( 図?4－15－17 ・ 19)、横刃型石 器( 図74－18)、石鏃{ 図74－20}、凹石( 図75－21－23)、

石皿{176 －24、177 －25} の惶、多量の土器片( 図73－卜-13) が出土している。

本住居址の時期は遺物などから縄文時代中期後葉であると思おれる、

－75
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銚77図37 号住居址出土遺物実測図＠

38号住居址｛第67図｝

Ｂ地区で独 出した．37 号住居址に南東節分の壁及ぴ床面を破壊されている．検出範囲がわずか

であるためプ ランは不明である．堅襄高は38C●～I?・ である．周溝は検出した壁下全域に認めら

れ、帽３㎝－ｌ㎝、深さ14㎝－9・ である．床面はローム層まで槽り込まれ堅く叩き締めら れて

お９、締まりはたいへん良好である．ピッＨまｌ基快出したが、これが主柱穴の１つになると思

われる．

遺岫は認められなかった、本住居址の時期は判然としないが、37号住居址との切り合い関係か

ら、縄文時代中期肇集以前のものと思われる．

:4



41同 一il■址｛薦?i図｝

Ｂ地区で接出した. ｔ加墜の一部を39号住届ｔ に破壊されてぃる。住居址のＵどんどは跳斎区

外であ ９，世畠できた●團はわずかであるためプ ランは不嘲である。堅残高1訓読･－～1.５Ｃｌｌであ

る。東側の壁の一幕及ぴ同溝は検出できなか・た。床面はローj,ｌ まで癩り込まf1曇（ 叩き櫛め

られてお９．隷まりは全休的にたいへ４ 良好である．ｔ 居廸ｔ 東儡でtj 貼９床は認められな1･つ

゜|

１

/

41

吠

た．ピッＨ ま２基検出した．諏ｌ は？Iで51S.

PI で禰5Cllであり．これらは主柱穴であると思わ

れる．

遺物は西側墜下 より人体の全身か表現された

人体丈の付いた有孔鍔付土器咽71 －lj.PI の

北側から右付土器の台郡｛図79－2 ｝がいずれも

床面より出土している．億に土器片・石器等の

進物gj 聡められなかった．

本悛居址の時期は勘土遺物が少なく判然とし

な･1か、縄文時代中期中葉 頃であると思われる．
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41号住§ 址【弟82 図】

Ｂ区で36号住居趾の床下より換出した。長軸5,6411 、短軸5.97m の不整槽円形を呈する。主輪

はＮ－４?`－Ｗを示す、堕残高は西側壁で101・、東側壁で12・ である。周爾は北東側璧下と北西側

肇下で途切れるほかは、住居Sﾋ壁下全娘にめぐらされている。 また、住居址内側の東側を除く鶴

丿分に各ピットを輪ぷ形で周肩がめぐらされており。この周麻上都の一郎に貼９床がみられ｡たこと

から本住居址は拡彊されたものであると思われる。床面はｘ]一ム用まで据 り込まれ堅く叩き範め

られており。締まりは全休的にたいへん良好である。

ビ･ｙ Hj11 基検廊した。周溝の検出位置から新旧関係のあることが考えられる。新しい主柱大

はＰＩ－Ｐ,と思力れ、主軸を中心に左右３箇所の配趣となっている、古い主柱大ljPI･PI･P,･

PIが鳶複していることから、Ｐ,－Ｐ，・Ｐｌｌであると思われる。

炉址は地床炉で、住居謙のほぽ中央に位置している。長岫12(k。､、短丿剛ｎ八･の不整楕円形で｡ 課

さ17.ｋ。に攘りくぽめられている。炉址底部にはわずかに焼ｔか認められる。
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遺物は少なく、炉拉内部から屎鉢型土器( 図80一丿、覆土上層及び中層より石斧( 図80- 3 ・

4)、石鏃( 図80-2)｡ 石趾{S83-5} が出土している。本住居址の時期は造物などから繩文時代

中期中葉であると思われる。
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（2） 土 器廃 責場 ｛第85 図 ｝

Ｂ 埼 区 で 検 出 し た， 上 面 確 認 の 際 ， 篭 循 色 土 層 よ9 多
．･

こ竃 梁

,S1.'―..,･

鶯 の 土 器 片 ヵ'出 ｔ し なｔ め, 下 嘔 に 住 居 址 の あ るこ とを 犀　･･ で
賦

定してトレンチ瞑査を行ったか､遺蹟が忿められなかったた

め土器廃棄場であると判断した.検出及び取り上げは、２

ｍｘ２ｍのグリッドを用いて行りた．

出ました土器片は舞文時代中期中葉のもの力哺 休とな

うているが､ 中期後葉のものが少量認められる.また、これ

らの土Ｓ破片にはローリングをうけた跡は奪められない．

土Ｓ 廃棄場からは土・ 礦片の他に土偶 咄SS－I －5

同一9･1a1. 人の手を表現したｔ 齢片(贋7 －7) 、石剃 図

う砂尹

二

川
口　　　　　　　　　　　　|

・
Ｌ　　 ． ． ．　　　　　　 ｜

弟84図 土器廃棄場出土有孔爵付土蕃

拓彰図

阻- Ｉ－５、馴5卜6 ～？.ｌsI－23～匍 、石 鰐c 圓&9－8 ～12、国濁－11・17・22）、石 鏃｛庭90-

j卜 匈 ．不定石器 咽90-21 ｝.横刃型石器a・9･ －13～15｝.石鎚（図92－29・刈 号が出土してぃ

る．

鹿豪場より検出した士器片の個数と重さを第２衰で示した．また．範囲については集s5図にあらわし

た．出土した土蕃の量は特殊遣構付近が特に多い．また.17 号住居枇の劉 圃（ＢＱ－Ｔ－2卜 勁 は檻

り馬しかされているため、出土している土器の量|ま間辺と比較して少なくな・ていることが考えられる．

ぼ 特 蛛 遺 構 （ 第93 図 一 擲94 図 ）

Ｂ 地 区 で 検 出 し た． 上 面 確 認 の 際 、 晴 媚 良 十ｌ より 多 量 の 縄 文 土 器 片 に 碗 じ ．て ． 原 形 個 休 で 出 土

す る縄 文 土 Ｓ がIZ め ら れ た ． 当 初､ 廃 凛 土 器 また は 住 居 適 塵k ｀伴 う 遺 物 と判 断 し た が 、埋 股 さ れ た 合 付

洩 鉢 型 土 器 ｛ 間95- Ｕ と そ の 匍9 か ら 礁 群 が 出 二1二し 、 原 彫 心 体 の 土 器 社 そ の 周 圃 に 集 中 し て い た こ と、

さ らに 個 体 で 出 土 し た 土 器 の 周 曲 及 ぴ 下 ● に お い て 適 絢 に み ら れ る床 画 ．ピ･４ ． 壁 ． 炉 址 な ど の 紬 放 が

みら れ な か っ たこ とヵ･ら ． 屋 外 置 構 で あ る と 判 噺 し、 検 出 を 行 ・ た ． 検 出ｌｊ Ｚ ｍ ｘ ２・ の ダljｙ｝をき らに ４

分 釧 し 、 ｌ ｍｘ ｌ ｍ の グ リ ー､1を 新 た に 敗 定 して 記 仰 を 行 っｔ

本 址 の 中 心 部 に な ると 思 わ れ る 合 付 洩 鉢 型 土 轜 は 、 底 部 が 穿 孔 さ れ 避 位 に 設 置 さ れ た 上 に 一 部 欠 損

し た 佼 用 面 の み ら れ ＆ 不 整 円 形 ６ 石｛ 誘99 1･1 が 蚕 を す る ような 状 態 で 出 土 しｔ 土 蕃 の 内 都 に は 、 暗

轜 色 土 が み ら れ る の み で そ の 他 の 遺l 糾 ま嘔 め ち れ な か っ た ．そ の 東 側 に は 方 形 の 砂 岩 か ４ 個 出 土 し て い

る. こ れ ら の 石 の 一 郁 に は 大 為 を 受 け た 跡 が 密 め ら れ る も の が あ る. 僣U こ浅 畔 撫 土 器 の 南 側 に は 平 坦 な 砂

岩 が み られ るが 、ｉ Ｕ 畳に 共 通 性 は み ら れ な･ ゝ

浅 鉢 型 土 器 を 中 心 とし た 半 径3.8 皿 内 からSま瓢 鉢 型 土 器 咄 ％- ３ 、 皿 呻-4 －7 、 図96 一 ８・９ ）が ７

偕 休 出 土 して い る ． こ のう ち 、 図97 －4 ・5 と 図98 －8 ・9 の 士 器 は21 列 し た 状 態 で 口 廠 が 南 方 を向 い

て おり ． 同 一 の 方 向 性 を も って ぃ ＆ ． ま た ． 瑞96 －3 、 図97 －6 の 土 器 に お い て も 南 方 また は 南 西 方 向 に

口 楸 か 向 い て ぃ ＆ 配 置 さ れ て い る 土 器 の 周 辺 に は ．こ れ ら と同 畔 期 の 土 器 片 が 多 く出 土 し て い る か 、こ

－91 －
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攘92図 土器廃腹鳩出土石器実副図⑤

n

l　　　　　　　　jW
←

n｡らの申の一部↓こは、火熟により表面がケロイl″状にな９た、ゆがみのみられる土蕃片が謳められる。

特琳 遺構4こおいては、炭化嚇llぴ焼土lよ認められなか９た｡図鮑－９の土響直上から、５本の指に爪

や腺箭畢分が可貧的に表現されたÅの乎をモチーフ1こもつ土●片が出土して１４ が、本址周辺が=ｔ器

廃誉惜になって14 ため、こfｔが本七ｋ'伴j ものか11判然としなら また、グリ７ＦＢＲ-ｓ－34･35よ9出土

した土器{ 図95－2} は、口縁が南方を向いた状態で畠士してい＆か、浅鉢型士器から離れた位置であ

９．時期の新しをヽものであることから。本趾に伴ねないlｙのと思わjl,る。

本並の時期は遭港r等から、縄文時代中期中葉である七思われ＆

第２表 土器鹿塵鳩由土土器量一覚蕪Ｕ

グ11ッ｝ 髄 数 撞さ(幻 仰　　 考 グリッ１ 働 数 重刻g ） 儒　　 考

ＢＪ・Ｋ一加･２１ 11 12S BM ・N －20・21 19 378

BJ ・K －21・22 １ ５ BM ・N －21・22 19 371
BJ ・K －24・2S ２ S5 BM ・N －22・23 43 9Z3
ＢＪ・Ｋ一器・２６ ６ 肪 BM ・N －23・24 19 3?a

ＢＪ・Ｋ－５・３０ 11 175 BM ・N －2S・26 S4 l,2恥

ＢＪ・Ｋ一節・al 14 240 BM ・N －26・27 S4 1,2㈲

BJ ・K －31・32 １ 15 ＢＭ・Ｎ―加・29 叫 ａ）

BJ ・K －32・33 １ jo BM ・N －29・30 711 1.3司
ＢＫ・Ｌ一加・21 62 1,210 BM ・N －3a・31 59 １,･ﾕ0

11K・L －25・26 27 544） BM ・N －31・32 21 固

EIK・L －2!ﾖ・27 ４ l ） BM ・N －33・34 ７ 1S

BK ・L －X8・29 19 45 BN ・o －21・21 74 1.3al
ＢＫ・Ｌ－Ｓ・加 10 170 BN ・o －21・22 S4 1 ，561
ＢＫ・Ｌ一如・31 ４ 訪 BN ・O －22・23 崩 ２,佃1

BK ・L －32・33 ２ XS BN ・o －23・24 S6 3,071

ＢＬ・Ｍ―跨・21 Ｓ a5 BN ・O －24・25 12S 2,386

BL ・M －21・22 12 跨5 BN ・0 －2S・26 134 2,50?

BL ・M －22・23 43 榜0 BN ・o －26・27 IS9 2.192

BL ・M －23・24 砧 肥5 BN ・o －27・28 1咄 ｌ,弛5

BL ・M －24・25 4a 1,210 BN ・0 －2S・29 296 5.595

ＢＬ・Ｍ一酋・26 19 釘5 BN ・o －29・36 1加 i.135

ＢＬ・Ｍ一船・２７ Ｓ 1，270 ＢＮ・ｏ一釦・き1 181 3､･OS

ＢＬ・Ｍ一Z8・29 ７ 1恥 BN ・0 －31・32 146 ２,９５

Ｓし・M 一雄・30 qZ 1，325 BN ・o －32・33 lj 16

ＢＬ・Ｍ一X・31 ６ a5 lN ・o －34・35 14 謝｝

BL ・M －32・33 10 165 BO ・P －21・Z1 １ 25
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県２衰 土器廃棄場出土土欝量一覧劃2 ）

ダI｝･yF 個 数 重さ(剛 倫　　 考

BO ・P －XI・X2 X3 3恥

80 ・P －22・Z3 跨 2215

BO ・P －23・24 33 6創）

BO ・P －24・25 S4 鉛５

BO ・P －25・26 19 37今
ＢＯ・Ｐ一卵・27 調 1671 ｔ偶ｋ９出土

BO ・P －27・X8 32 掴l
aO ・P －Z8・29 25 495

60 ・P －Z9・30 32a S.3剪

BO ・P －30・31 294 7,689

BO ・P －31・32 484 11,164

BO ・P －32・33 36a 9,634

BO ・P －a3・31 366 9.289

BO ・P －34・3S ６ 1㈲

BO ・P －35・36 2S 似）

BP ・Q －iO・21 64 1.550

BP ・Q －XI・22 72 1.55S
BP ・Q －22・23 闘 I,48S
ＢＰ・Ｑ一23・24 100 1,975

BP ・Q －24・2S 胡 1,9(S

BP ・Q －25・26 21 鵬

BP ・Q －26・27 a6 脚

BP ・Q －27・28 67 1,43S

BP ・Q －29・30 器j 7,619

ＢＰ・Ｑ一助・31 291 7 620 土g馴IS 出土

BP ・Q －31・32 籾5 17.179

BP ・Q －32・33 413 9.999

ＢＰ・Ｑ－３３・詞 器3 ７吻

ＢＰ・Ｑ一割・35 14 似）
BQ ・R －20・21 3S 78S
BQ ・R －21・2X 昶 7伺
BQ ・R －22･23 32 650
BQ ・R －23・24 48 82S
BQ ・R －24・25 48 815

BQ ・R-25･26 10 j8S

BQ ・R －26･27 4胡 10.S7 j二皿la7 出ｔ

BQ ・R －2?･Z8 砧7 10.232 tlaS11 出土

BQ ・R －2s･29 4拐 11.?52

BQ ・R －29・30 茄0 4 193
SQ ・R －30・31 106 2 183
BQ ・R －31・3Z 77 1.733

BQ ・R －32･33 IS4 3 ?4S
BQ ・R －33・Xd 171 4.295
BQ ・11－34・S5 腿 3,210

aQ ・R －35・36 67 l.45S
ＢＲ・Ｓ一如・21 酋 375
aR ・S －21・22 S4 1789
BR ・S －22・23 2S 4加
BR ・S －23・24 249 6 195

BR ・S －24・25 227 63 偽

EIR・S －X5・26 69 1.440

BR ・S －26・27 637 13,777 ・ 偽Ｓ４出土

BR ・S －27・28 610 15,7a7

BR ・S －X8・29 517 11j37

13R・S 一X9・30 145 2.542

ＢＲ・Ｓ一如・31 142 2.117

グリッド 贋 粒 皿さrgJ 偏　　 宵

BR ・S －31・32 IS7 2､327

BR ・S －32・33 IZ8 2､6a5

BR ・S －S3・31 戯9 S.375

IR ・S －34・35 254 4，590
l【l・S －3S・3S 82 1、330

ＢＳ・Ｔ一加・21 ７ 11S

BS ・T －21・22 61 1,96S

BS ・T －22・23 ２ 35

BS ・T －23・24 13 845

ＢＳ・Ｔ－２５・祁 ３ 恥

BS ・T －26・27 479 岫,柘7 土糾N93 出土

ＢＳ・Ｔ－２７・祁 4銘 10.駒2

BS ・T －26・29 510 1? 352
ＢＳ・Ｔ－２９・蜀 167 ？61X

BS ・T －30・31 138 X D5X
BS ・T －31・32 1･1 Z,342

BS ・T －32・33 瑚 ・,0弱

BS ・T －33・31 21 堀
ＢＳ・Ｔ－μ・ｊ５ ８ ?g

BT ・U －20・21 5? 阿

BT ・U －23・2･ ２ Ｓ

BT ・U －24・2S ２ 乃

BT ・U －25・26 SS 1,510

BT ・U －26・27 舶 685

BT ・U －Z8・29 銘 ｌｅ５

ＢＴ・Ｕ－２９・釦 139 2,252

BT ・U －30・31 謂 1,932

BT ・U －31・32 145 Z 232

BT ・U －32・33 161 ２賑

ＢＴ・Ｕ－３３・釧 87 １Ｓ

BT ・U －34・35 206 31 弱
BT ・U －35・36 94 1.525

BU ・V －20・21 ３ 加

【3U・V －22・Z3 13 195

BU ・V －23・21 ３ 郭

BU ・V －21・25 20 l 翻
ＢＵ・Ｖ－２５・恥 ２ 1S

BU ・V －26・27 16 崩

Ｂむ・V －2S・29 ５ 3D 出張㎏酋出土
BU ・V －29・30 6S １･帥

BU ・V －30・31 74 1,38口

BU ・V －S1・32 96 2,119
13り・V －32・33 74 1､530
BU ・V －34・35 10 助
BV ・W －20.･21 119 3 325
13V・W －21・22 31 7SS

sV ・W －22・23 ３ 65
BV ・W －23・24 ２ 】S
ＢＶ・Ｗ一打・2S ・ 43 晦

SV ・W －ZS・29 ４ S5

BV ・W －29・30 41 S55

ＢＶ・Ｗ一如・31 ｌ 130

BV ・W －31・32 5a 7&Q

SV ・W －32・33 L5 40

６Ｖ・Ｗ一μ・3S ６ S5

BV ・W －36・36 Z5 385
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㈲ 配石 遺構 【第100 図】

Ｂ地区で根出Ｌた.33 号住居址爾東偏に位Ｉ Ｌていl,. 遺構の上層にs 号 屑爾轟及ぴ爾|漆j●が

借集されてい＆ことから本址の 募は雄油されていることが考えられる．

冰址は上面雖露を行．ていた●、散乱した・ 態で専群か出土し．その西傭から方形状に配置さ

れた礪群を楡出した.炉趾であることを愁定して.皿切を鍔査したが､鳥９床は肥められなか．た．

ネ址の東側に床面のみ横111できた29 号住居址かｌ!置とてs るヽが.29 ｔ 住居ｔ の床面とのレベル

に差輿があることから．これらａ刷４の遺鋼であると考える．

方形状sこ配置された顎霧は、長袖gｓ－、麺翰?2,・、譚さIｓｓの不蔓隅丸方形に霧り０ｒめた縁

辺に、東爾4こ方彫の砂岩をコの字型に平坦に配Ｌ、西側を早人ら砂岩で囲う形となっている．羞

土は雛群の内都及びその周囲には認められなかった．また、それぞれの磯についても火熟を受け
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た跡はみられない。

方形状に配置された哺群の東側にある瞭群は砂岩とホルンフェルスで，大きさ及ぴ形状|こ共通

性はみられない。また。方形状に配置された雛群の周囲からは土坑31 とピ･，Ｆ２基を検出した，

これらか本験に伴うものであるかは不明である。

遺岫は，方形状に配置された覗群の東側●群よりミＸＸチュア土器(1101 － I～41 が出土してい

る。本址の時期は遺物が少なく判然としないが，栂食時代中期中蓋から破凛頃であると思われる。

つ弓

圃 認 ０　　　　　　　　　　　　 １１㎞

｜　　 ． ． ら

第101 図 配 石 遭 構 出 土 造 物 実 測 図

C5） 土 坑

調査地内より32基の土埃を櫃出したg 猿３劃 ．このうち住居址外より績 出した土塊はいずれ

も、切り合い関係．形態、土層から縄文時代のものと息われる．また．これらの土坑からは唐物

の出土は1j とんどみられないが、土坑z7 より戻鉢型土器c 図la2- 1 ・ 2】が出土している、

この土坑2?は35 号住居址と37号住居址の問に倣・ しており．周辺にピ･、卜状の循りくぼみがみ

られ６ことから、住屠址のあった可能性がある．

－109 －
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第２節　 弥生 時代 の遺構 と遺物

（1） 竪 穴住届址

４号住居址（弟10 桐 ）

八地区で検出した． ３号周溝;臨、9 ・1吟 嘔 居麗に北壁から北東部隅を破壊されている．また、

南壁と床扁の一郁を暖世の観乱により破壊ｌ れている．長軸5.9ｓ 、蜷軸5.2・ の不整隅九方形を

呈する．主軸はＮ－851－ｗを示す．壁残高は2?．～6 ・ である．圓屍は検出できなか・ た．

床面はローム珊まで掘り込まれ・ くu９ 締められており、全体的に締まりはたいへん良好であ

る． 主柱穴ljP, －Pi と思われ、Ｐ,は位置的にみて主柱穴と闘連のあるこ とが考えられる． ま

た．東壁sこ接するPs ・P μ 人口施眼であることヵ噪 えられる．

炉址は炉石を有する土器装置炉でＰＩ･Ｐ､の間の中央より西壁側に位置し、喪紬sI。、短軸4b

の不整方形に癩りくばめた内部に斎甕土器（図103- 1 ）の７ 郎を知･ たものを埋設している．

遺物は少な（ ．東嘸付近の床直上よ９小・ 甕壁土ｓ clle3 －23 か出土している．本物居址の

時期は進勧等から、弥生時代後期であると思われる．

O　　　　　I-
←

錨103圀　４号住居址出土蔵仙実欄圓

16号住居址（第106図j

B 地区で横出した，3S 号住居址の殉側壁の一部を破敏している。長袖5.6m 、燈軸5.1・ の隅丸

方形を里する。主軸はＮ－17` －Ｗを示す，壁残高は43a ～33c●を潤る。周溝は横出できなかっ

た。床面はローム層まで楯り込まれ竪く叩きＬめられており，稀まりは良好であるが住居址全域

の壁下郎分には貼９床lj認められなかｇた。

ピッ Ｈま９基検出し た。主柱穴はＰＩ～Ｐ,と息われ，ＰＩ･Ｐ,の・ 状から割り材を恨用した柱で

あったことか考えられる。 主柱穴と思われるピッＦのそれぞれの東西軸の厠には浅いピット状の

くぽみがあり，間仕切りであることが考えられる，また。東壁下に,位置するＰ,･Ｐ,は入口施設で
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あることが考えられる。

炉址は畏軸42a 、短岫33．の不整楕円形で、深さ７ｃｌに振りくぼめた地床炉である。炉の周囲

及び内部には焼土がわずかにみられる。

造物は少なく、床酉より甕型土器の底部（図107－ユー２）、北壁付近の観土中層より紡垂享（図

107-3 ）、ｌ 土中層より石斧（図107－4 －7 ）が出士してい る。本住居址の時期は遺物等から、弥

生時代後期であると思われる。

回ﾆ ﾄﾞ
７７－に　 ，

雄如包j1

喝ajl

峠ｌ ｌＪ丿g －j,輦 干ｔｌｉ叫 含 む1
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Ｓ

胤ｉ ａｔ

ｇ 一心 ０　　　　　　　　 ２ 関

心

掘105図15 号住居址ｉ 盾断面図

1S号住居登 （第108 図）

Ｂ地区で検出した．艮軸4.2m ，短丿岫3､9m の隅丸方形を呈する．主軸はＮ－20 －゙Ｗを示す．壁

残商は20ejｒ-16a である．周構は検出できなかった．床匯iはローム眉まで掘り込まれ叩き締めら

れている、おおむね締まりは良好であるか、住居全域の壁下は全体的に軟弱である．住居址西壁

下の一部は、貼り床はみられない．ピ･ｙ卜は４基検出した．これらが主柱穴であると思われる．

いずれも渫さか11 ㎝～12alと浅い．

炉址は土器埋設炉で、炉石を伴わないが、炉址周囲の床面にみられる石か部分的に火熟を受け

ていることから、炉石であることが考えられる．焼土は炉址の周囲及び埋設土器内部の覆土上面

にわずかに肥められる．

遺物はPI 付近の床面より甕型土器C 図109－1 ・2 ・4 ）、輦型土器の口縁節（図109－ 5）、石器

（図1㈲－6 ）等が出土している．本住居址の時期は遺物等から、弥生時代後期であると思われる．

19号 佳罵址｛第116図｝

Ｂ区で検出した。長軸5.5a 、短岫4.8m の隅九方形を里する。主軸はＮ－１ｙ－Ｗを示す。壁残

高1157al－21ぬである。床ｉ はローム●まで掘り込まれ里く叩き締められており、締まりは全休

約に良好であるが、東壁周辺の一鄙に11貼り床はみられない。周溝は西壁下、粛壁‾F.北壁下に

都分的に概り込 まれている。夏壁７ は検出できなかった。

ピ 、ヽＦは４基検出した．ｉ 柱穴ljPI 一Ｐ,であると思われる。主柱穴のそれぞれの形状から劃り

材を使用した桂であうたことが考えられる。

炉は土器墟眼炉で｡住居址中央より画聖鵬』のP1 とP4 の間に位置している。炉址の周囲および堰

咬土器内部に堆積して1ヽ る土層上面に焼土がみもれる。
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豪物は少なく，PI とＰ,付近の床面より磨製石鏃（図11卜3 ・4j ，また本趾に伴うものか判然

としないが覆土中層より鉄製品4 図II卜 Ｘ）か出士している。本住居址の時期は漕物辱から，弥

生時代後期であると思われる，
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23号住居址（第112 図）

Ｂ地区で検出した．溝状遺構に甫壁及ぴ北東端隅の贅の一部を破壊されている．長軸5.2m 、短

軸4.6m であり、隅丸方形を呈する．主軸はＮ－15’－Ｗを示す．壁吸高は27,ｘl～16eｓであ る．周隋

は検出できなかった．床面はローム●まで搦り込まれ、堅く叩き締められており、締まりは全体

的にたk へヽん良好であ る．ピットは11 基楡出した．位置的にみて主柱穴には新!日関係があると思

われ、新しい主柱穴はPI 一Ｐ,、旧主柱穴はＰ､～ＰＩであると思われる．ピット、炉址の状態から

本址は拡張されたことが考えられる．また．甫壁と北鍵の間の中心と炉址を緯ぷ軸線上に深さ11

ｓ ～12cfnに据りくぽめたピット状の部分があり、間仕切りであることが考えられる．

炉址は土響埋鮫炉で、住居址中央より西壁個のPI とＰ,の関に位置している．炉址は長岫8Sα1、

短軸降・ の不整円形に掘りくぼめた中に甕型土器を２重に埋齢している．糎齢土器の周涸及び土

層断面に焼土がみられる．炉址の楯り方が２段になっていることから．旧炉址を再度利用し再構

築されたことが考えら れる．

直岫は床面より壷型土器｛図113－ 1｝、覆土中庸より壷型土器（図113－ 4）、甕型土器C 図1ﾕ4－

S ）、石匙（図114－ 6）が出土している．床面直上より出土した無曜石の異形石器（図114－ 7）lj

本住居址に伴うものか判然としない．本住居址の時期は遺物等から弥生時代後期であると思われ

る．
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切 周湯 墓

１号員TｓＩ{ 簒ｎ５即

Ａ地皿:連ぴＢ地ｌ:で検あＬた．一基．贋査区外1こ入る．プ` ﾗ･ンは良紬a.７１１、佃翰7.s11 の不整

:方形に肩をめ{･ もせている．主軸はＮ－78'－Ｅを示す．同毒の悩は76．ヽ叙－、探さは32－～加

ｓ である．ｕ－ムｌ まで偏９込 まれており胃腸底部雄￥重!で'なく全体的に凹凸がみられる．土橋

は北東闘仁ある4jの 色眉ｂ れる．主佩郡ａ核帛できなかった．達嘸 丿同溝寒僧の團-1中暦より葛

生土器の破片か出土している．

本址の時劃 丿遼物が少な( 申撚 ｕ. な91 ｔ.弥生時代後期になると享われる.
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２号周溝嘉 ｛第116 図｝

Ａ地区で検出した。プランは長岫S.58m 、短軸5.Ｓ ｓの不略隅丸方形に魂をめぐらせている。

主軸はＮ－・ｒ－Ｗを示す。周溝の轜は６８ｃｌｌ－ｓ ヽ-｡課さは38・ ～IZ㎝である。ローム珊まで握 り

込 まれており周溝底部lj 平坦でなく、全体酌に凹凸かみられる。土橋は北東側にみられ、帽12ｓ

である。このｔ 柵部分については検出時に掘り遇ぎてＬま・ たため、正撒なことは判然とＬない。

主休都はljぼ中央にあり、優軸2.0 菌。短軸L081, 、探さ35．の隅丸方形を呈する。この主体鶴

の西側に長軸llO。、短軸7Sc・、探さ26． の不誓方形を里する掘９込みがみられるが、本址に伴う

ものかは刊然としな6ヽ 。造物|ま同溝及ぴ主休部内には認められなかった。

本址の時期は遺物が露められず判然としないが、弥１時代後期になると思われる。

9:
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３ 号 周 溝 薦 （ 姻1171 ）

Aj ●区 及 ぴ Ｂ 漣 区 よ り 枝 山 Ｌ だ ． 簒 調 査 区 外 にlj い る ． ９ 号 住 居 址 に 周 溝 酉 傭 と11 号 住 居 址

l二周 祠 甫 側 緊 を そ れ ぞ れ破 壊 さ れ て い る ． プ ラ ンlj 長 軸9. 畠ｘ 、 極 軸7.5 ・ の 不 蔓 隅 九 方 影 に 溝 を

め ぐ ら せ て い 局･． 主 軸 は Ｎ －8ｒ ｗ を 示 す ． 周 麹 の・ ｌｆ １Ｎ ｃ●～ ｘ4c●、 課 さ は71seｓ －3 ＆・1で あ る 。

lj－ ム 眉 ま で 蜀 り 込 ま れ て お ９ 蜀 溝 轟 豚 は 全 休 的 に 平 塚 な 我 慾 で あ る が 、 部 分 的 に 凹 凸 が み ら れ

る ． 周 温 北 東 の 一 部sj4 号 周 濡 暮 の 南 西 側 の 周 扇 に 接 し て い る ． 土 偏 は 北 峯 剌 に み ら れ る ． 主 体

邨j1 検 出 で き ず ． 遺 物 も 認 め ら れ な か う た ．

本 址 の 時lla 迫 物 が み ら れ ず 判 然 と Ｌ な い か ． 奮 生 時 代 攬 搦 に な る と 思 わ れ る ．

４号澗溝脇( 第1181)

Ｂ地区で検出した． およそ２分の１樫は刺査区外になるため全容は不明であるが、隅丸方形に

爾をめぐらせてぃるものと思われる．主軸はＮ－85 －゙ Ｗを示↑ ものと聊われる．検出した蜀魂の

原は10(㎞ ～6(㎞. 深さは54㎝～29㎝である．ローム層まで掘９込まれており貝磨底部はほぼ平坦

である．屑屑南西の一部Jま３号屑屑高の北東側の屑膚と狭してぃ る． 土橋は霧楓にみられ．幅弱

ａｎである．ｉ 休摺は畏軸2.2 ●. 恒軸1.5m. 罪さ26cｓの不 盤隅丸方形を呈する．遺勧は認められ

なか、た．本址の時期は盈他がみられず判然としないか、弥生時代後期になると思われる．

５号周溝暮( 第119図)

Ｂ地区で検出した。遣庸の大併分は呵査区外にはいるため全容は不明であるが、隅九方形に壽

をめぐらせているものと思われる。主岫はＮ－78'－Ｗを示すと思われる｡検出した周壽の幅は156

a －80㎝、深さは６ｃａ～2】㎝である、ローム雇まで揖り込 まれており周溝底部は南側の周溝を除

き、凹凸がみられる、土檎は嘲西伽と北 西側にみられ、南西側で幡15{ｋｓ、北西側で幅84㎝であ

る。 主体部は醐査区外になると思われる。遣勧は認められなかった。本址の時期は遣物がみられ

ず判然としないが。弥生時代後期になると思われる。

６号月溝Ｓ （第120即

Ｂ地区で検出した， 遺橡の大部分は贋査区外になるため全容は不明である，検出した周溝の幟

は12恥1～70S 、探さは4（㎞ ～尨･･･である．ローム層までll ワ込まれており周溝底部は全休的に平

坦にな９でいる．土橋及ぴ主体部は検出できなかった．遺物は峨められなかった．本址の時期は

遺物がみられず判然としないが．弥生時代後期になると思 われる．
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７号周漓冨｛第122図｝

Ｂ地区で積出した． 北東側の溝が士坑30の繋を破壊し，北東匍の溝及ぴ主体部の北側隅が扉収

造梢に礦壊さ れている．プランlj 長袖8.5fl、蝦軸6.6 ●の不整循円形に溝をめぐらせている． 西

軸都分と南西部分で周溝が部分的に途切れる．ｉ 軸はＮ－801－Ｗを示 す，周講の幡は6＆・ －44

S ，探さは24㎝－!2㎝である．ローム層まで楊り込まれており周滴の底部はほぼ平坦だが，南側

の周碑は凹凸かみられる．溝は西側で２箇所，南東側で１箇所途切れる節分があるが，土構であ

るか判然としない．南東側隅の節分で栢1,6Z・である．

主体部はほぼ中央にあり、長紬2.Z8m 、恨軸､1.48mの不贅隅九方形

を晨する．課さは29.1㎞ である.遺物は圃溝覆土上ｌ より鉄環C1121 一

日 か出土しているが．本址に伴うものであるか刊然としない．主体部

からの遣物の出土は奪められなかった．本址の時期は遣物 がみられず

判然としないが．弥生畔代後期になると思われる．

第12謂　 ７号周導慕実測図

－129 －
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８号周満・ （第123図）

Ｂ地区で検出した。 咄溝址の北側の碑の一部を破敏している。また。配石遺構の一都を破壊し

ていると思 われる。検出できた局溝は北側と東側のみであり、陥側及ぴ西飼では検出できなかう

たため全容は判然としない。主軸はＮ 一肪 －゙Ｗを示すと思われる。周溝の橘は72g －32－ 、屎さ

は32∽～22ｓ である。 溝の底部は暗褐色土層まで搦り込まれており周溝の底部はほぼ平坦とな、

ている。周溝の一部が検出できなかったことから、部分的に暗褐色土層まで掘り込まれなかった

ところがあ ることが考えられる。 土橋は判然としない。

主体鄙はllぼ中央に位置すると思われ、長軸1叙 ｍ、短岫128m の不整胴丸方形を里する。探さ

は26alであ る。 遺鴇は主体部及ぴ喝溝からの出土は躊められなかった。本址の時期は選物 がみら

れず判然としないが、弥生時代後期になると思ｂ れる。

/

⑤

几
０

ａ　　　　　 ｌ●
ｌ ．　 ．．　　 ｜

第1231　S 号周構墓 一興溝蛙客間員
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９号月s圖・t 拡124 圃

Ｂ地区で独ｉ Ｌた．プラン|ま長軸9.3m 、糎軸8.5・ の不整同大方馴こ構をめぐらせてぃる．・

軸はＮ －ｌｒ－Ｗ を示す. 周屑の邨は12Sa ～～. 葦さS4g －51ｓ である.l=l－ム●まで楓り込ま

れ周魂底部は全体的にljlｒ手坦となっている．土器ｔμ|ﾋ東傷にみられ．楯は1.Ｓ。である．主休

尊はllぼ 中央に位霜し．畳軸1.9611 、優軸1.36口を測る不整同九方形を呈する．課さはll ｓであ

り、底夥には鄙分的に11凸がみら＆る．

遺物|ま主体部及び周溝からの出土は認めら良なかった．本址９ 時期|ま遭紬かみられず判然ltし

ないが．弥生昨代薯ｓ になると思わたる．

印 囲 溝址 （弟123 図）

Ｂ地区で検出した。８号周嘴寡にｔ側の絢の一部を破壊されている。長鮪7.56m 、恒軸5.24,１

の隅丸方形に庸をめぐらせてい＆。輝の栢は箆ell－12a 、ローム層まで掘り込まれた溝の深さlj

17cl～13cｓである。鋤は=ｌ側の中央部分で一部途切れると思われる。商で囲った内側及 ぴ。諏の

外側においてピ･ｄ は検出できなかった。また、遣物の出土もみられなか。た。本址の路期は遊

物がみられず判然としないが、８号周溝暮との切り合1 関ヽ 係ヵ･ら弥生時代後掲になる１のと思わ

れる。
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第３節　奈良・平安時代の遺構と遺物

（1） 竪穴住居址

き

‾ご 二･･･` 9 ･･ S.･　　・ ･. I　II
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Ａ

－
１号住居址（第125図）

Ａ地区で検出した。重機での衷土掘則時

に壁を掘り崩してしまったため、プ ランは

不明である。床面は暗褐色土層まで徊り込

まれており、ロームブローｙクを貪んだ耀褐

色土による貼り床となっている。この貼り

床は部分的にしか検出できなかったか、全

体的に締まりはあまり良くない。床面の一

郁にはわずかに焼土がみられる。ビ･、卜、

カマドは確包できなかった。
十
ＡＶ-21　 遺物は土師器内原坏(図IZ6－ 2)、須恵器

Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ａ‘

・ｒＦ　 ふ･　 ｗ　 ’ ．Ｉ　　 ●　　 乙 ‾

Ｅ

Ｕ

Ｉ

Ⅳ

ｙ

｜　　　　　　　　　　　 曹ﾗﾝ

|l　　　　　　l

皿 二 心

Ⅳ　Ｖ　　　ｉ　　 Ｄ　３　　　　　　 ２ご

沓ｔ　　　 １

茶銅 色土　 Ｘ

鴫S11 二j1　3

貿11色Ｊ;　1

ロ ー ふ

愚 曙11j･.

咄 鳶 色 ま

賃 喝 色.1･.

啼 雌 色 土

坏( 図12S－ 3). 小・ 短騨壷!126- 61 ，１

土下層ｊり土師器内黒坏咽126 －1). 灰雅

胸器機{ 胴126- 4}. 長胴甕{11 飾－５} か

出土している．

本址の時期は遭物 等から奈良呻代末から

平安畔代前期であると思われる．

勝 一ふａ 子を 少量に禽ひ)

{ｐ－ ムプg-J 夕を参息|ご會し1

価 一 ムプ・ ，７を會伺

第125図　１号住居址実測図

２号佳居址( 第1Z7図)

Ａ区で検出した。住居址のほとんどは調査区外になると思われる。重機での表土掘削時に床面

まで搦｢7込んでしまったため、プランは不明であ る。床面は暗褐r色土層まで端り込まれており、

ロームブロフクを會んだ暗柵色土による貼り床となっている。締まりは換出できた部分では蜃く

叩き締められており、締まりは良好である。 また、床面の一部に焼土及び灰褐色粘賀土がみられ

る、ピ･2卜、カマドは確認できなかった。

直物は少なく、床面より土師器坏( 図128－ 1)、覆土中層より土師器内黒坏(図1X8－2 ・3)、坏

(図128－ 4) が出土している。

本法の時期は遺物等から奈良時代末から平安時代前期であると思われる。

－133 －
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６号住辰廿( 第133図)

Ａ区で楡出した。世土及ぴ床面直上において多量の炭化物と焼土がみられたため。火災により

鹿塵となり、埋投した住居散と息われる。長袖5.5m 、短軸5.2 ●の隅丸方形を呈する。

主軸はＮ－72‘－Ｗを示す。壁残高は33cm～5c ｓである。周溝は霖められなかった。床面はロー

ム履まで蛎り込まれ堅μ1 き締められており、締 まりは全体的に良好である。住居址南東部の一

都の床面は撹乱により礦敏されている。

ピ･ｙ卜は５基根出し。そのうちＰ,－Ｐ,が主柱穴と思われる。府東部に主柱穴 の呑在が想定され

たか､ 検出できなか９た。酉壁中央部のカ々ドのほぱ対角岨卜に長軸129．、短軸1;3a、眼さ14．

に欄り込 まれた方形状めＯｒみがあ９．入口袖眼であることが考えられる。この方形状のくぽみ

節分には まとま･つた焼土と灰喝ぎ粘賢土がみられる。

カマドは東壁のほぼ中央に柵葵されているが、撹乱により椙削辱れているためカマド袖の一部

と球頁を除きllどんど楓うていない。カマド床面の焼土は厚く、カマドの使月 が感躍訓 であ・ た

ことが考えられる。

遺●は土師器長胴甕( 図131－ S ～10)、小型甕C1131-4 ～7 】、須恵器坏(1131 － 3)、坏蓋( 図

131－1 ・2) のほか、執器 咄132 －1U ，倣淳１値か床面及び床面直上より出土している。

本址の時期は遺物等から平安時代・ 期であると思われる｡

／

゛
Ａ Ｒ － Ｓ

‰-7

な ｌ －6

二 Ｊ

縞129図　６号住居量焼土範囲図

－135－



Ａ Ｒ －ｌ

‰- ９

+
ＡＩ －10

７

1「

底

且

lii.a

工 ．

詞|. ●

J ，

1９

/

７

７

０　　　　　　　　 ２閔
四

Ａ･
-

旦

1
…… ……：……………… ………ヽ，　 ぶ

第130 図　 ６ 号 住 居 址 実 釧 図

－136 －

jと

£



ペニ[ ぶ

■　■　■∧ 〕　 Ｘ

訥131凶　6号倣屑址出土遣●実測匯（1）

？　　　　　 ヤ



二 言 頌　E

'|　　　/　11　二に;二;ここ二
卜

‥ ‥　　　　 ’
？

第1a2 図　 ６ 号住 屑 祓 出 土 遺 物 痍 剃 図（Z）

a －3＆コ１であ る。床面はローム層まで

楡り込まれ蓄 く叩き締められており、

締まりは全体的にたいへん良好である。

周溝及ぴピ･。卜は認められなかった。住居址ｔ 西節分の床爾より12．膿1-に張り出し鼻分がみら

れる。この張り出し部分において慧り床はみら れないが、他の住居址が重複している可能性があ

る。ｔ 壁の外傭にピット栽のくぽみがみち沈るが、本住居址に伴うものかは判然としない。

４マドは袖部分のみの検出で全書lj 不明である。カマド袖都分は灰褐色粘貧土で構鍛されて1･

る。遺物は床面より土師・ 坏(II 剥－１)、内黒坏1 図134－2 ・31. 長綱甕(・134 －)l・12)、小
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型甕 眉j34 －l ・９･12】.須恵器坏 價131 －4 －l ）、転用硯.（図13jl－ 7）などか、床面より出土

しているが、遣蜘の多くはカマド付逝に集中している．

本住居址の時期は進物等から平賞時f哺f期であると思われる．

Ｘ　 ト ー一夕

＼ ‾[／

Ｘ　　 し ど
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尚 ノ
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第134図　８号住居址出土遺物実測図
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９号匯曇址{ 捺tl£隨}

Ａ地区と８倣ｇにか11て核ｉ Ｌた.LMI ■Ξlli●に東悲聶ぴr冽・ を破壊され、３号間拵儡jり北側

の耳禰を磯壊Ｌている．像辰址の西彙及ぴｔ 讐ｔ東壁の一郎のみの検出であ＆ためプ ランは判然

としないが．不整隅九方形を呈して･･ゐものと暑・ れる． 堕残寓は百世で22㎞. 東壁でｊ－であ

る．胃溝ぷj昏蒙納にみてｌ一考周毒茎の履溝の 郎を再利加している可瞳性か考えらf1 る． ピｙl

li碓z11できなか・た.jl マｒは西壁4;こ構築されてlj 飢 灰褐色鈷貿ｊ=と転石iこよる石芯粘土カマ

ドであるか、そのli とんど1ま銅壷区外になるため．全容ａ不罵である．

出土遍●は 膜土上層Ｊ ９億 捧が１個、ま 師器内恩坏 仰13s － 1 ・ 幻 、長 ●甕{ ｓJ35 －g

－11}、礪息毒壷破片4 腿13s- l}、坏4 咄１ｓ- ３・７) がカマド周辺4り床海産ぴ床面直上より出土

Ｌている．

本址の時剣|ま適●辱から豪良畔代まから平安時氏酸期であると思われる．

七 す･ ｙI
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第135図　９母住暦址出土遺物実測図
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μ}号佳良重i･(弟1361)

Ａ地区で挫出した。４号住呂址のｔ 東部隅と９号住居址の揚壁及ぴ床面を破叢してぃる。 また。

３号周構塞の南側溝の沓土上に累褐色土にロームプロ７ クを少Ｉ 含んだ貼り床を旛している。長

軸4.8ｘ、値軸4.5m の隅丸方形を呈する。主軸ｌｊＮ－ｒ －ｗ を示す。鼠残高μ12ｓ － 5㎝であ

る。周薦は麗115cl～5 ．、穣さ１５．－７．で、カマド間辺を除き壁下全域､にめぐらされている。

床面はローム層まで偏り込まれＳく叩き締めらflており、冊ま９は全体的にたいへん良好である。

ピ７Ｈま８基被出した。主柱大社Ｐ,－ Ｐ.であると思われる。北西鷺下に長粕随･●、短軸64c・、深

さ1(㎞ の土坑栽の掘り込みかみられる。 用途については判然としないが、貯蔵穴の可龍性が考え

られる、西壁Ｔ のＰｓ･Ｐ,は入口蝿設になると思われa,｡ また。カマド東価にピット獣 の禰りくぼ

みがみられるが、本住居址に伴うものであるかは判然としない。カマドは東壁のほぼ中央に榊築

されており、灰栂色粘貧土と転石にＪる石芯粘土カマドである。カマド床画の焼土は厚く、 長期

間火熱をうljてぃたことか考えられる。

出土遺物は、北海器内黒坏 圖1 加－１)、長Ｓ饗【圀139－ 5 ～9･11～14】、鎖恵●坏(・139 － 2

～4) が出土して1･ ゐ。主にカマド周辺に集中しているが、根十卜●及ぴ中屠からの破片の出土も
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本址の時期は遺物等から平安時代前期であると思われる
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11号住居址（第110図・第141図）

Ｂ地区で積出した．覆土及び床面に多量の炭化勧・焼土がみられることから、火災により廃屋

となり、埋没した住居址であると考えられる．

長岫3.8m 、短輪3.4・ の隅丸方形を里する比鮫的小型の住居址である．主軸はＮ－ぽ －Ｗを示

す．壁残高は26．～18． である．北壁Ｔに幅33 －23．. 球さ４㎝の楊り込みがみられるが、周溝

であるか判然としIない．床面はローム●まで楊り込まれ堅く叩き締められており．締まりは全体

的にたいへん良好である．ピ･．｝は４基襖出したか、主柱穴は位置的にみてPI ～PI と考えら れ

る．北西側に主柱穴 の存在が想定されたが検出できなかった．住居址ｔ 西部の隅に長軸93．、、短

軸78・ 、霧さ82㎝の土坑状の掘り込みがみられる．周途は判然としないが貯蔵穴の可艇性が考え

られる．

カマドは東壁のほぼ中央に構築されている．保存状態は極めて良好で、灰 栂色粘黄土と転石に

よる石芯粘土カマドである．保存獣態の良さから支輝石は立った獣雄で出土した．支脚石は長さ

42a の樅長の砂岩を用いている．カマド床面に焼土があまりみられず、袖部においても火焼の彫

響がほどんどみられないないことから．使用期間の短かったこ とが考えられる．

遺物は本址か火災住屠であることから、保存状態はたいへん良好で、土師器坏（図142－1・2 ）

小型甕! 圃142－18. 図1･3－20;21）.灰軸陶器椀（図142－ 3～151、皿｛・142 －16～17｝と鉄器（図

143－243 がカマド周辺の床面及ぴ床１ 直上より出土している．本址の時期は端物等から、平安時

代中期であると息われる．
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12号佳居址 （第144図）

Ｂ地区で検出した．住居址のほどんどは祠査区外に入っているため、４分の１糧の検出となっ

た．調査地Ｂ区の北東側から南西に延ぴる膠状遺構に削壁及ぴ床面を破敏されて1 るヽ．プ ランは

判然としないが、長軸4.7m 糧の隅丸方形を呈すると思われる．壁残商は14a ～12caである．周溝

は轜砧㎝～29cfl、深さＩＳｒ- ６㎝で．東葦付近を除く検出した範囲の壁下仝域にめぐらされてい

る．床面はロームｌ まで掘り込 まれ堅く叩き締められており．締まりは全体的に良好であるが、

東璧では貼り床はみられない．ピットは１羞検出した．位置的にみて主柱穴の１つになると思わ

れる．

遣物は土師器長胴甕（図145－9 ・10）、小型甕【図16 －6 ・11】、須恵器坏（・145 － 7－10）.坏

蓋（図!６－１・２）、長蔡壷口瞼部（圀145－り ．鉢（図145－ 8）、刀子（図145－121 が床面及び床

面直上より出土し ている．

本址の時期は遣物等から、奈良時代床から平安時代 前期であると思われる、

－147 －
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四

15秀枇屏址( 第146麹)

Ｂ地区で楠出した。長軸4｡62ｓ、僊岫4,6●1の不整隅九方形をＺする。主軸はＮ－83'－Ｗを示

す。壁残高は西壁で54e・、家壁で９．である。周粛Ｕ注ｌ 装の主軸より北側部分の西壁カマド部

分から北壁下全娘と東壁下のほぽ中央部の罰にめぐらされている。幅は27・ ～7.5・ｌ、課さは1{}ｃｓ

～4 ｓ である。床面はローム●まで偏り込まかtＳ く叩き縮められており、締 まりは全休的に良好

である、住届址雍東側、南西側、北東側の一価で貼り床のゐられないところかある。ビフＨｊ５

基検出した。主柱穴はＰＩ－ Ｐ,であると思われる。PI と甫聖の肩に長岫9!㎞ 、憚軸9C㎞ の不整円

形を呈する土墳准の輯り込みがみられる。翔途につ･ヽ ては判然とＬな1ヽ が貯章穴の可能性が考え

られる。

、カマドlj西壁のIXぼ中央に構築されており、黄褐色枯黄土と転石による石 石転石カマドである、

カマド床面と袖部分にlj 焼土がみられる。

遣他は覆土中層及ぴ７ 雇からの出土が多く、土師器坏 圏M7 －ll 、内攬坏( 図1･7－2) 、灰励

－118 －
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陶器槐 咽147 －13～22）、皿（図147－3 －8 ・10･12）、長頚壷｛図117－23｝が出土している。 カマ

ト･周辺の床面及ぴ床厦直上より出土している遺物は灰粕陶器皿 咄147 －9 ・11）がある。

本址の時期は出土遺物等から、平安時代 中期であると思われる。

17号他扇趾C 第148図)

Ｂ区で検出した．縄文時代の土器廃棄場内に搦翁されているため．覆土より大量の縄文土器片

か出土している．長軸6.57・. 廻軸5､99r・の不整隅丸方形を呈する比秋的大型の住居址である．

主軸はＮ－82` －Ｗを示す. 雙残高は37c・～8.Ｓ。である．周I溝は検出できなかった．床・ は暗褐色

土層まで禰 り込まれ、ロームプ に1 ･y 夕を含んだ略褐色土を呻き締めた貼り床となっているか、綸

ま９は全体的に軟弱である．ピ･、Ｈｊ５荼検出した．主柱穴はPI ～P, であると思われ.る．Ｐ
１･

Ｐ．は重観関係があると思われるため、本址は拡張された住居址である可能性がある．

カマドは東壁のほぼ中央に構築されているが、撹乱により完全に破喘されている．カマド周辺

の床面にはカマドを暑攘していたと思われる灰褐色粘置土と転石がみられる．

遺●は顎土中層及ぴ下層より土師器内黒坏(図149-j －5) 、内廓椀C1149 －6). 小ｌ 甕{図149－

ll～151、須恵器坏( 図149－ 7～川 、坏蓋【図149-12･13･16 】.カマド北鰹床 面より91廓器長即蛮

の底部 咄1149－j･} の他、観土卜.履及ぴ中層より鉄滓が４個出土している． また、覆土中より出

土している遣物の中で．須恵昌iぬ片の出土量は特に多い、

本住居址の時期は遺物等から、奈良時代木から平安畔代前期であると恩われる．．

21｝号･僅居址（鴛15りｌ ）

Ｂ地区て噛 出した．24号生§ 址の東側の壁と床面の一部を破壊している．長軸4.邸ｓ．短軸4,02

flの不整隅丸方形を呈する、主軸はｓ一圃･－ｗ を示す．壁残嵩は28al－25・ｌである、周溝は住居

址西價壁下から庸壁下にかけてめぐらされている．幅は25.5a 、深slj12 ～5・ である．床面は

ローム用まで欄９込まれ瓢く叩き樟められており、範ま９は全休的にたいへん良好である．ピ７

卜は４基検出した．これらか主柱大と思われる．西讐下に探さ５㎝－３．の洩いくぼみがみられ

るが、入口施設の可能性が考えられる．

カマドは東堅め中央よりやや北側に構築さ れているが、偶存している部分はわずかであり、袖

部分かわずかにみられる．カマド付近の床面からはカマドを構築してし･ヽたとみら れる砂岩及び灰

蜀色粘質土が出土していることから石芯粘土カマドと考える．カマド床面には厚さ３．の熾土が

みられる．

遺物はカマド周辺より土師器小型甕! 扁1sユー2・31 、住居址中央の床面より・ 恵毒坏｛図151一

日 、住居址禰i西隅の床酉廟卜.より銃器r 図151　1 ｝が出=ｔとて1 るヽ．

本址 の時期は遺物などから奈良時代木から平安時代であると思われる．
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21号住居址（第153図）

Ｂ地区で検出した.22 号住居址の北東側都分を破壊している．西壁の一部と南壁を検出できな

かったためプランは判然としないが、長軸4.08m 、短軸4.05m の隅九方形を呈していると思われ

る．主軸はＮ－79’－Ｗを示す．壁残嵩は35．１～15．1であ る．周溝はカマド部分を除く西壁下と北

壁及び東壁下隅にめぐらされており、幅24～12cｓ、深さ12 ㎝である．また南壁の位置すると思わ

れる部分に長さ1.8m 、鴨30－12～、深さ12㎝の鼻状の据り込みがみられ、本址に伴う周溝と思わ

れる．床面はローム層まで拙り込まれ堅く叩き締められており、締 ま９は全体的にたいへん良好

である．ピットは検出できなかった．

カマドは西壁のほぼ中央に構築されており、灰褐色粘質土と転石による石芯粘土カマドである．

カマドを構築している転石は多く密に組まれている．これらはすべて砂岩である．カマドの主軸

は南東方向へ傾く形となっている． カマドの床面とその南飼及び．東壁下の一部に焼土がみられ

る．

遺物はカマド内部より土師器長胴甕（図IS4－10･ 12～14）.内黒坏（図１５４－ １ ～３・５・６）、カ

マド爾剥袖付近より内黒椀（図184－ 4）、カマド北側の床面より須恵器長瓢壹の（図154－ll）が出

土している．

本址の時期は遺物などから平安時代前期であると思われる．
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第151図20 号住居址出土遺物実測図

22号俵居址（第153図）

Ｂ地区で検出した。21 号住暦址に北東劉節分を破壊

されているためプランは刊然としないが、不蛯隅九方

形を里してぃると思われる。主輪はＮ－ｒ －Ｅを示す

と思われる。壁残高は3恥11－24g である。周溝は検出

した壁の東壁下を除く全城にめぐらされている。幡は

七

万
E三三 玉 茫ご コ

７ヽよ
大

鮮E三ヨヨヨ 無 ＝ご=に
住居址が柵.築辱れた際に破壊されたも ）゙と考える･　　　　　　　　　　 し.

…　
＿二 ’

遺物は床面及び床面直上より土師器坏（図ISS－9 ）.　 第IS2図21 令住層址カマド実測図

長胴甕｛・155 －12･13｝、小型甕（図185－11・14･15）、須恵器坏（1155 一１～８）．鉢（図155－16）

の他、覆土上層より鉄障か３個出土している．

本址の時期は遺物などから平安時代前期であると思わfLる．
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加号ｌ 居址（箔156図）

Ｂ地区で検出した．住居址の南側の一部は25考登居址の覆土上に構築されてい る．住居・Ｕﾋ僧

が嗣企区外に入る、５号住居址を検出する際．甫llを掘削してしまったためプフンは判然としな

いが、蚤軸3.93m の隅丸方形を・ Ｌてい るものと思われる、主岫はＮ－＆･’－Ｗ を示すと恩われ

る．壁残高は西鍵で17cｓ、東登で15alである．周講は酉壁‾ｙ及ぴ家壁‾Fより稜出した．西側で儡

ISI －6c ｓ、ｌ Ｓ１６ｃ・、東側で幡21－－15．、稼？４㎝である．床面はローム層まで樋り込まれ

堅く叩き纏められており締まりは全体的に良好であるが．東壁付近には尨９床はみられな1 ．ヽ ビ

ットは４蕃機jlした．主柱穴はPj･ Ｐ,になると思われi,. カマドａ 西壁に構築ｉ れており、灰鴇

色糖質土と転石による石芯粘土カマドである．カマド床面及ぴ袖部分に11 焼汰μあまりみられな

11●

遣岫は覆土中層より土冊偕畏胴突C 醗157－1 ・3 ・43 、床面及ぴカマド内郁より土豚器長胴甕

柚ΞＬノ ペ序胃 ノ

倣回ﾋｙi 尚 子‾ダ

与 ΞLｙI

≒L ノ
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（1157 －２・５・６）、須恵器長類壷（図157- 7 ）が出土している。

本址の時期は遺物などから平安時代前期であると思われる。

36号件興tl( 脇)5s國

Ｂ地区で検出した.39 号抜艮liの大部分を破鯵している．また、41号住居址の蒙上卜に謹書さ

れている．長輔6.1 ｓ、短軸5.7 ●の不整隅丸方形を呈する．主軸はＮ－s3･－ｗを示す．量残高a

45・・～25ｓ である．南彊は検出で●なかった．また．履溝は聴められなかった．床面は暗鴇色土

層まで蜀り込まれているが、良居址の北飼７剱lj ロームｌ まで槽り込まれている．貼り床ｕカマ

ドから北側銀分はロームプ137 夕を多量暴こ含んだ瞎偏弧十を叩き締め．締まりは良好であるが．

カマドから痢部分は貼り床がみられない．ピット|よ４基検出した．これらが主柱穴であると思わ

れる．位置的にみて全体的に北側にようた彫となっている．カマドは百壁の中央よりやや北朝に

よ．たところに梼堅きれており．灰僑孤駄賃土と転石による石芯粘土カマＦである． ガマドの主

軸は使居並中央を向くように斜めに構築されている．カマド床面の焼土は厚４．長期閥火熱を受

けていたことが考えられる．

遺●は覆土中●及ぴ７ 層からｊ二筒器内顧坏c鸚妬I－】－3) 、長胴甕(・1 斡－21－13)、小型甕咄

161－ｕ－16、謹112－1?－加l、灰翻陶器視{・111 －5 ～10} が畠ｊ二している．また．ヵフド左側袖

瓢よ９灰ｓ 陶碁油all 徽－４) が完形で出土Ｌている他、刀子{ 励}疆－2･} が出土している．

本趾の時嫡lj還物なとから平安時代中期であると思われる．

39号住居址（第IS8 図）

Ｂ地区で検出した．冊号住居址の北側壁を破壊している．また、36号住居址にその大部分を破

壊さ れ、検出できた壁は西壁の一部のみであ るためプランは判然としない．西壁の壁残高は39㎝

である．周溝は襖出できなかった．床面は略褐色土層まで槻り込まれ、ロームプロッタを多く含

んだ略褐色土を叩き締められているが、締まりは全体的に軟弱である．ピットは検出できなかっ

た．カマドは36号住居址にほどんどが破壊され、西壁下に転石しか残っておらず全容は不明であ

るが、灰褐色帖貧土と転石による石芯粘土カマドであると思われる．転石の下層にはわずかに焼

土が認められた．

遺物は孤土中層より土師器内黒坏（図163－ 1）、長胴甕（図163－ 4 ～7 ）、須恵器坏（図163－

3 ）、坏葦（図163－ 2）、刀子（図163－8 ・9 ）が出土している．

本址の時期は遭物などから奈良時代末から平安時代前期であると思われる．

－161 －
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第４節　その他の遺構と遣物

山　 竪 穴住居址

７号住居址（第137図）

Ａ地区で検出した．Ａ地区側で検出した９号住居址覆土においてわずかに床面を啼認した。プ

ランは表土を掘削する際に掘り崩してしまったため不明である。土層断面では東璧の立ち上がり

は確認できたか、酉壁は紬記できなかった。これは近世の攬乱により破壊されていることが考え

られる。また、Ｂ地区側での９号住居址覆土の土層断面では貼り床は鯉められなかった。貼り床

は黒褐色土にロームブロックが少量混1二るものである。

出土遺物がみられず、時期は判然としないが平安時代前期以降の住居址 であると思われる。

14号鮭居址

Ｂ總区北西部の間査区外との境で検出した。貼り床の－Ｓ を検出したのみであるため、プラン

は不明である。壁・ピ､y ト ー炉またはカマド等は鰭認で瀞ず、遣伽の出土もなかったため本趾の

時期は不明である･。

121 重
』1
↓14!ｌ 址

１号皿 ふ↓↓Ｉｌｌ鵬､址{ 徊1剔幽}

』&地区で検出した．２号周講凛の南飼に値・ する．長軸5.911、葦軸3.S・ の長方形を呈Ｌ．長

禰方『句|よＮ－●'－ｗ を翠す．柱弐は不規闘な配置とな・ ており、FI 雄北側へずれていｉ，凍た

柱胃においても裏列 を●いて不運掬で. 竃列で北方内からIｓゝ －18 ●．、西5列でｔjj よ!l]11．1－

】・･･i－】5a･･、甫列でS6j－.ｔ 列で西 方向より】ｓ･･1－215．1 館・ でゐ＆．震度1まおよそ３闘ｘ

２『ｌである．Ｐ。－ＰＩ．は匍咄釣な支柱であるこa･が考えられﾐ､．

柱穴の平iiきlま円形を里し．覆土は墨毎色土とｇ－ ム粒子を多丑に含む循色土の２爾を基本と

している．逸物lj 鮭弐内及ぴその扁ilからの出±11 みられなかった．本址の荷期は．刊断する将

料が乏しいため不嘲であ る．

２刄皿 乙ふ1●ｕI』』（捺蛉･・1

A 地区で独出した．２号周溝暮の西側に位畠する．長軸ｔ 哺・、僣軸3.911の長方・ を茎し、長

軸方向1114－64’－ｌ を示す．柱祠は東列で３.叙●、酉列でﾖ.9 鋼、lliｔ 列で西方陶より214 ．1－16･

c●を價る．望頓;まおよそ２同ｘ２同となる．

桂穴の￥・ 形ａ円彫を皇1.. 覆土lj畠蜀色士と11－ ム包子を曳Ｉ に含む褐色土の２堰を基本j!

Ｌている．遍●lj柱穴及ぴその周辺１･らの出±11みられなか・ た．＊ 址の時徊は、判断する豺料

－I 岡－
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が乏しいため不明である．

（3j　柱 穴遺構 （第164 図）

Ａ地区で検出した．概立柱皇禰r址の周囲及ぴ内側に路價を数える．全体約に掘立倅凱●址の西

傭と幽偏に集申してk るヽ ．全てロームｌ まで掘り込まれているが、平面形及ぴ底部の振り方．屎

さなど共通酋はみられない．榎土は黒褐色土とローム粒子を多量に含む褐色土の２瑠を基本とし

ている．老梅は出土しておらず．本址の性格・時期等は不明である．

㈲ 溝 状遺構g 弟 ６■)

Ｂ地区で曾出した.IZ 号佐居ま東舞 毎.z3 号住馬城の廠壁瓦ぴｔ 駿の一毎.24 母他屠址の禰丿

壁及びｔ 璧の一節．７号周講嘉の溝及び・ 休部の一価をそれぞiｔ礦敏して11る．機出した溝の長

さは5?.3哨、椙はIs６一一]lji=･1であ9 、Ｎ－441'－Ｅ方『alに延 び` ている．遣吻lj 覆土上両よ９概Å

Ｌた絢丈土蕃片かわずかに岫土している．本址ｎ 時潮lj 遭騰4こ部う遣物がみられず刊朗としな1ヽ

か.1.2溥住居址との儡り奇い屍係から.ll 安啼jft前掴以降のものであると・.ねれる．

｛5｝ 遺 構外出 十遺物

トレンチ調査及ぴ上面確認を寞施した佩、出土した遣物のなかで本遣肺より検出した遺構の時

期に該当しないもの、または特機的なものをまとめた．

縄文時代では審虞に差異のあるものの．爾査地会甘よ９縄文中期中葉から恒粟にかけての土器

片が出土しているか、１点のみ晩期の十盈片｛圀ＩＳ－１｝が認められた．また、慶輿石 斧｛図166－

5 ～7 ｝.凹石 偏166 －1 －31 ，砥石（図166－０. 黒曜石のチップ等が出土ている．

弥生時代のものlj遭輯外より遣物の出土は認められなか・ た、そのllか．時代は判然とし ない

が．鉄器（図167－1 ～5 ）・鉄捧｛第13麦｝が出土している．

中ｔ・ 降では摺鉢・僥付けぬ小屋等、陶磁沓の破片か少量出土している．

4芦jぶ鯛

こ こ７ 二Ｌ
、竃rl心

げ

忙

０　　　　　　　　　　　　 １１
→

第165図 盾構外出土土器柘影図
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第 ４ 章　 総　　 括

今回の爾査は予想を遥かに上図る遺構、遺物の最と内容であり．諸々の事情によりこ れらを完

全に整理、検肘を加えることはできなかったため本報告書では資料の提示を主とするに とどまう

たが．現段階での成果と、今後の鳳可を上げてみたい．

縄文時代では、中期中葉から後葉にかけ ての住居址18軒と土器廃棄場、土器を配列Ｌた柊蘇盈

揖、配石址等を検出した．住層址は調査区の北側に集中していることから、集落の中心は調査地

北側になると思われる．中期中葉の住居址の配置は全体的に弧状となっていることから．環状な

いし馬蹄形の集落構造となっていることが考えられる．住６址の規繊としても比較的大型のもの

と小型のものがある.ことに注意しなけれぱならない．

中期後葉になると環状ないし冊路形の集落形態から次第に周囲に拡敵してい（ 傾向になると思

われるが、調雍範囲内の検出した他居址のみでは結論 を出すのには不十分である、

土器廃棄場は時間的な制約によりその範囲を示すのみとな９てしまった．寵覆土ａ が将殊遺編

の周辺に集中していることから、土ｓの配列から廃棄行為へと変化していったことが考えられる

が、廃棄された土器片の分爾整理が不尭全であるため、はっきりとこの流れをつかむことは現段

階ではできない．今後の課題として取り組んでいきたい。

ｔ 器を配列した特殊遺構の検出は、今目の胃杢の申で大きな成果の一つであったといえる． 合

什浅鉢型土器を取り巻くように牛月状に配置零れた土器はいずれも口絵ヵｆ南方を向いており．立

っていたものが自然に倒れたとは考えられず、意識的に方向性をもたせて横倒しにしたものと思

われる．段Ｅに配置された土器についても 】個体のものと２個体のものがみられ．２蜃体のもの

はいずれ｛､並列し た状態であり、なんらかの意味をもつものと考えらたる． 台付浅鉢型土器の殴

・ 状況及び周囲の土蕃の配ｉ からみて．明らかに祭祀的行為の行われたことが稚定されるが、そ

れかどのような意味をむつものかははっきりしない．配置された士器の周薗から火熱を受けた石

及び土器片が出土Ｌていることから．何らかの形で火を伴うむのであ・ だことが想鬼され.る．

配石址は保存状態があまり良好でなかったことから、帰属時期・用途など問題と課題が多く観

るものである．

遺物では人休文の付いた有孔鍔付土咎、５本の指に爪・関節節が表現された土器瞰片、裏に渦

巷き状の文様をもつ器古など特異なものがあり、集落を構成していた集団の特蚤 を表すt,のであ

ると思おれる．特に人体文付有孔鍔付土器は画仙の肘より先が欠落しでいるものの、人体の五肢

がはっきりと表現されており、屑鄙から唯されて付けられてい る奇良な表現がされた胴など有孔

鍔付土器だけでなく、集落を構成Ｌていた人々の梢神性を考察する上でたいへん意義の大きいlj

のと考える．土器類では祭祀色の強いむのが多く見られるのに対し、石器類では石棒の出土がま

ウたくみられなかうたことは偶然と考え６べきであろうか．

今回の調査では集落の一部の検出であったため全体像ははっきりとしない ものの．その規模．
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内容ともに周覇のａ 跡を圧倒するものである．久保上ノ平遣跡の劇に位置する天伯遺跡の銅壷に

おいても、量的にみて中期中葉の遺構、遺物か多1 こヽ とから、このjll辺に幾つかの集落が帯状に

.ａ在し、その中でも本遺跡か婁点的な役創を果たしていたことが漿測されるが．村内での天 竜lll

右岸殿丘上の縄文集落の勇掘爾豪猛今圓が３件目であり．推計資料が不十分であ るため、今後の

資料の迫加を待 ちたい．

弥生吽代では、後期ｆ）住吸址５軒と潟碑＆ ９基を検出した．１号住居址 と３号周溝轟の切９合

い関係６喇 然としないため住居址と周溝簒との酌後溺瓢jfはっきりとしないが．員仕墟から慕域

に移行して1 つヽたと考えた方が妥当と思われる．段丘下に広がる沖積地には水田遣跡である箕韓

遮跡がひろが．ており、沖積地に撞する段丘上に位置する桑落はこれを生産基盤に構成されてい

たことが考えられ．沖積地の利用範囲の広がりとともに集落もよ９低地に近い．広い段丘面に番

行していったことか考えられる．また、検出した周扉蕃4こは比較的小型で岡群が円形に近いもの

がみられることから方形周庸器との造営時期等、差異の検討を要するところである． 周講塞の検

出は村内初の事例であり、その検出徽から本遺跡より下の段丘ii、もし（|まその周辺にきらに大

鵜碩な集落が埋蔵されていることが千思される．

豪良・平安時代では住居誂15 軒を検出した．保 存獣態か良好であったことから娠用硯、墨番土

器のほか、大災住居址より出土した灰粕陶器瓢の遣物の出土かあり．良好な資料となった．

本遺跡の集漏の性格は．各住居址の明確な時凋 区分ができな1ヽ ため即断できない帆 奈良時代

末から平安時代農期にか4jての住居址葬にはlt耀t的大型の住居址がみらね.るこ とから、ある程度

まとまりのある集落を狽虚･していたと息われる。Ａ区で検出した楢、ふ･･置物址iこおいてもこれに

憎喘していたものであることか考えられる．

また、中期では灰柏陶器の出土がみられた住居址は２軒で、これらはいずれも比較的小型の住

居址であり、それぞれの住騒址閥には距離があることからみて．この頃になると届住娘か拡散し、

数舛 の住居か.ｉをするようになりたものと思われるが、集落形成の変遷及ぴ薦換につ1 でヽは不砂I

な点が多く．今後の周辺の調査による資料の追加 を必要とする．

以上、調査の結果と脈瑠・問題を述べたが．調査地の地形がほぽ白蒸の獣態に近く、遺跡の保

存状態が良好であること、また遣跡の羞摸及ぴ内容から、周辺一帯においても同様の獣態 てヽ還跡

が混粂さftで1 るヽ 可能性か強く、今昔の保存対紫か大きな匯崩になると考える．

なお、最後4こなったか調査蓋ぴ本書の作虞にあた９．ご意解と多大なご尽力を頂し･た関係儲機

関をはヒめ．発掘調杢団吟皆様、ご指壽．ご協力を頂いた光監諸氏に灘く感諧するとともに、ご

教示を覆きながら担当者の力不足によりそれを生かＬきれなかったことをお詫ぴしてまとめとし

たい．
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長野県教育委貝会

長野県教育委貝会

長 野 県 史 刊 行 会
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長 野 県 教 育 委 員 会

帥長 野 県 壇蔵 文iﾋ財 セ ンタ ー

岡 谷 市 教 育 委 員 会

箕輪町教冑委只合

駒ヶ根市教育委員全

蔵珀市教育委只脅

・ 田市教育委貝金

南箕輪村村誌編集委貝会
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第３表 土坑一覧表

ｋ 位　　置
規　　複(・)

平 面　形 断而形 出土遺物 傭　　　　考
長岫 短軸 塚さ

ｉ AV －21 109.895.043.0 不贅柵円窓 台 彫 -

２ ５号住居址 125.0196.756.0 凰・石山 豚面７で検出

３ ４呼悛剔1 n3､5 66.022､0不贅銚丸方形 -

４ １母ｌ 溝・ - 7･,024.0 不整円形 - 近 代 の 娩S しに よ り 一郎 消 泄

５ AV －ll la7.0 96.a22､0 楕円形 -

６ AR・S－13・14 ㈲.0 76,019.0 不整円形 -

７ ＡＱ・Ｒ－１４ 79.6 75,0 X5.0 -

８ 11号噛暑城 91.8 77,1似.0 不兼楕円形 -

９ 15今住ｌ址 98.1弱.暮 15.0 -

ID 16母強肩11 舶.0き?,０ 加.0 不整円形 〃 -

11 ＢＷ・Ｘ一S3・34 84.0 S1.014.0 -

12 ＢＷ・Ｘ－２９ ?a.0 68､4 4C.0不整隅九方形 - 皿 を破壊

13 26考住胴ｔ 57.0 51.919.0 不整円影 砂岩図

14 27号住居址 剪.0･1.7 29.Q 不整僑円形 覆鉢･土劃|｝

15 ｊ 帥.叫 邨.024.0 - 一部Ｐ､と鳶複

16 32号佳倍址 153,987.0S,0 - m 刀一儡を咳壊

17 33号住居址 63,6 56.4恥.0 懺 状 探体11土普(|)

IS 34号住居址 93,2 55.711.0 台 形

19 町,0･7･.430.C 袋 状 -

20 3S今住居址 90.0 S7.217,0 色 形 -

21 ?S.G仙､213･,a -

X2 90.0邸.022,Q -

23 93,6 57.0S3.0 波 状 -

24 佃.(X) 73.S18,0 合 形 - 土坑23と重複

2S Ｂｙ・ＣＡ－３･ 102.C7?.015,0 -

詞 CA・B－34・3S ?S.a卵.0IS.g -

X7 ＣＡ・Ｃ－３４ - - 10.0 肺胞ま牡IC謳 ２個重複か？

211７号周零墨 123､0S4.070､0不整鏑大方・ - 34号仙胴1､7 号局胴簒と１歓

29 ＢＦ・Ｇ一ZS・Z6 銘､0 18 21.0 不整楕円形 - 土坑30と重複

3C - - 29 - 41今佳居址と１襖

31 ７号爾勝昌 167､0 110 70 不整・丸方形 -
？母 犀 構基 の價iヽこ北興及 ぴ 庸

側の 壁の ―昴 を砿壊 されてい6

32 配 石 址 121.5C7S.0） 42 不整楕円形 - ・.71ttPIと重複する
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第 ７ 表 土 偶 観 業 表

造　　哨 図励a 残存部
法　　　皿(∝)

U 圃 出土位 置 爾　　　　　考
長 さ 嘱 厚 さ

32号住 4S－L5 脚 10.6 4.9 5.6 220 覆土k・ つま先§分欠損

4S－16 足 5.9 9.5 4､9 156Ｓ十中層

48－17 5.2 3.? 3.2 38 っま先節分一審欠柾

3･号住 60－12 上半身 10.6 10.5 5､9 186
膜部一部欠撞．細部折撰匯

に芯棒の孔あり

60－ﾕ3 足 3.5 3.7 2.0 19

35号住 6･－d 加 3.8 4.4 １,暮 20 折損面に石神の孔あり

土馨屍露場 86－2 晟 4.45 4.4 3.5 43
一都欠損．折損面に芯仲の

孔あり

恥－３ 胴 S､3 6.9 2,5 52
左腕欠扱．刺晰損鳶に芯
俸の孔あり

86－4 7､● 6.9 ●.3 129
嵌面はＴ皐なミ方キめ喘さ

れている

S6－5 尻 2.95 3､･5 12､05｝ 15

S?－9 足 S.45 5.1 3.0 115 礦損面に芯棒のiLあり

67－10 脚 5.2 3.6 2.9 51

第８表 その他の土製晶

遭　　誹 図版ｈ 種 類
法　　 量(ｓ)

篁剽幻 出土位・ 個　　　　　考
蔓 さ 幅 厚 さ

土器廃棄禰 66－1 鉄 面把 手 2.95 5.4S 0.7 21
梱４１

略栂色た珊中

87－7 不明 6.0 7.Z 0,95 78
弟４層

啼栂色土層中

中空土偶か土Ｓの一器か不

明

87－S S.5 6.1 1;05 99

中ｌ 土偶か土器の一部か不

明，87－7 と胎土・焼成が

塁{叫 瞰邨か？

j6号住 鳶－３ 紡㎜ 5.2 4､95 1､3 32 Ｓ＋中仙 光存

－187



第９表 縄文時代の遺構出土石蕃観察表(l)

皿 構ｌ販弛l分　敵 石　　賃
法　　 量(ｓ)

皿量(l)出土位皿 傭　　　　　考畏 き 楯 厚 さ

５奮住 10－5 打裂石斧 ホ ルン フェル ス( 砂 慨}

18.5 5.3 l.8 伽9J 床面
円刃･慨●彫.中央部豺近で割

れている

13号惶

13－3 ネル〃 〃 叉{粘貿) 15.6 8.4 2.1 441 Ｐ， 円刀･櫛形　 ’

13－4
ネ ルン フ｡ ル ス{ 砂 價)

15.2 4.2 l.9 帥5） 覆土中層 慨骨形､刄馨一郎欠損

13－S 砂 岩 9.6 4.15 1.5 7e 円刃･皿冊彫

14－6 拿ﾙﾝﾌ・ルス{砂貴) n.6 4.0 1.9 勅 円刃･看ｌ. 刃冒に磨威疸

14－7 砂 岩 10.6S 4,2 0.72 79 PI 儡刃･燈●形

14－8
ホ ルンフ 。ル 叉( 砂 價)

9.4 4,9 1.4S 106 敏土中ｌ

2･号住 17－2 石 匙 砂 岩 7.0 5.8 1.3 S2

Z5号恍

24－15 打友石斧 16.5 6.8 2.3 334 円刃･短冊穆

24－16 ●●刀魯 水ﾙﾝﾌ･ルス(粘剣 10.9 S.0 0.? 50 床 頁盲 卜． 南側に刃部

24－17 打輿石斧 砂 岩 U.S 8.9 2.2 Z70 覆土中ｌ 儡刃･歯形

24－18 鰹鯵刃器 9.5 3.9 0.7a 41

24－19 打友石斧 12.3 8.4 2.0 X74 魯刃･●形

24一郭 石 匙 10.9 4.7 I.2 6S 縦型､刃部片側のみ輿整

Z7号使

釦－12 皐ﾙﾝﾌ･ ルス(●質} 8.ZS U.S 1.3a 心 刃部庫澗整

l)－13 打友石斧 砂 岩 U.0 4.3 0.9 ?0・土卜ｌ 皿刃･撥形

30－14 石 最 黒曜石 2.4 l.5 0.44 ２ 覆土ＴＩ 柵裏

Z8号催

32－3 打贋石斧 砂 曾 10.5 S.1 0.1 7S 覆土中ｌ 円刃､茎笏を一部■魯

32－4 まルンフxルス(粘鉛 12.7 3.7S 0.7 70 円刃･霞骨形､刃狐17魯滅窟

32－5 砂 岩 10.6 3.3 l.6 ?6 円刃一分飼形

診号住 34－2 石 鏃 黒曜石 1.&4 1,4S 0.Z5 ｌ 覆ｔ卜・ 佃蓄

加号住

38－6 打友石斧 １ ルンフ ぁル ス( 砂i) 1G.6 6.2 2.3 430 製土中ｌ 刃祁欠損

3S－7 磨雙石斧 (12,S9 3.9 3.1 (261) 覆土上ｌ 蕪祁よ９刃餌欠杖

38－S 凹 石 軽 石 U.ZS 7.8 ･.45 314 覆土中●

38－9 磨匍石斧 奉ルyﾌ・ルス{砂剣 (S.3) 3.1 1.2 2.6覆十卜ｌ 廠刀･柵廊･基靖欠槙､刃廊に
塵瞳痕

3X号住

49－18 打製石斧 17.S 8.1 2.? 413 観土中ｌ 価刄･魯形

49－19 n.0 4.2 1.S 126 円刀･短冊形､刃翻に魯滅痕

49－20 9.S ７．０ l.5 n4 蜀＋卜眉

49－21 砂 岩 14.3 6.8 1.S 2邨 盾ｔ中ｌ 傷刃･徽形

49－22 10.7 4.1 1.4 豺 傷刃･鯉冊形

49－Z3 ホル〃x ルス{粘釦 10.Z 4,S l.1 豺 円刀･分飼形

９－24 石 蝕 砂 岩 7.1 8,5 I.3 S6 床面宣上

50－2S 1Z.6 3,2 0.9 60ｌ・上層 磯戮

50－26 ●.2 5.9 1.3 加

50－27 石 鐘 赤ﾙﾝﾌｴ ルス{粘質) n.6 6.8 1.1 跨2 櫃土中層 鹿藁土器に伴。て出土

SO－Z8 機刀璽石ｌ 砂 岩 7.2 n.3 l.3 n8

SO－29 7.2 9.3 1.7 哨

SI一郭 魯輿石斧 ホルン7s ルＸ(砂賓) (15.匈 S.22 (3.RS) (491) 床蜀宣上 基場･基部･刃俤欠損

SI－31 (S.3) J.3 2.9(14e) 床蜀
・端･刀齢一郎欠観､刃鈴恵城

痕

51－32 凹 石 輸 石 IS.l 19.1S 3.3 Z弱
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隋９表 縄丈時代の遺構出土石器観察剽匍

徊 講
・- 分　順 石　　賢

法　　 ＩＣｓ）
真ltl］出土位・ 偏　　　　　考差 １ 嘱 厚 さ

33号徐

S4－3 打徊石斧
ホル ン フｘ ル 刈 剃1 〕

10.1 5､5 l.1 12S Ｓ土申ｌ 傭ｌ 一分飼夥

S4－4 ﾕ1.Q 7.9 3.口 脚 円刄･膠形

SI－S 會ll石ｉ 砂 岩 7.4 ll.2 2.2 1S

S4－6 石ｌ ぷﾙﾝﾌ･1ほ{砂價3 7.S 6.6 l.l 61

34号也

61－14 打裂石斧 砂 岩 12.5 ?.6 l.S 186 円刄･聊形.刃銘に摩滅痕

lj－15 12.1 7.15 1.1 179 皿土上ｌ 個刃･撞形,刃毎に磨櫨旅

61－16
ホル ｙ フｘ ル 刈 ● 貴3

1ﾕ.7 4.2 1.● 銘 円刃･奪膏形､刃都に磨滅痍

6卜17 砂 轡 13.7 6､1 2.2 2邨 皿土申ｌ 円刄一分・ 息,刃毎に●嘘疸

SI－la 石 鮎 10.3 5.1 1.口 56

SI－19 まルytx ル刻 粘i ］ 11.S 2,4 0.9 2S 縦l.刃部に磨峻腐

61一紳 石 薩 ﾎﾙﾝﾌｴ1以瀞IJ 10.3S 4.0 l.3 (榔) 現出上ｌ 一都欠損

SI－21 昴輝石 S.S r.3S 0.6 １・土中ｌ 匁端書欠損

駐－12 麿價石斧 ホルン7･ル刈 砂匍 (14.3) 4.3 3.● 細 基璃･刃笛欠机

剪母含

弱－５ 打捌石芦 13,3 4.9 2.2 1加 床・直上 円刄･同形､刄甚に串滅腐

6S－6 11.7 S､S 2.口 155 偏刄･短冊形

帖－７ １１．０ ３､８ ユ.X 64 概ｆ卜眉 偏刃･象尨

弱－６ 岩 組 扁咄石 2,ﾕ3 |.弱 0.･2 ２ 無長

ま?号醤

?･－14 皿 斧ｉ ルンフ呉ル削 ●］ 11,5 7､2 ﾕ.● 151 傷刄･皐彭

7･－15 石 匙 砂 岩 6.S 7.4 6.a μ 観土申ａ

71－16 ふﾙﾝﾌxル刈●11 4.2 S､6 0.S 12

7･－17 砂 鯖 9.9 ●.5 0.7S 42 顎土卜ｌ

?l－IS 畢刃l石･9 4,6 S､0 ﾕ.2 y4ｌ土中ｌ

7･－19 石 匙 ¢ルy744r斟帖司 (11.9 2.a 0.3 (14) 覆土上ｌ 懲乎奪欠損

?l一跨 石 鮪 １ル? 友 ル刻 紗竃l S.3S 5.15 1.9 129

7S－21 凹 石 砂 岩 9.1 ?.酋 4.6S 細 Ｓ虜ゐ９

7S－22 安山岩 9.9 ?.4 2.? 狗 ・土中ｌ

75－Z3 花鴫岩 ﾕ0,0 9.y 4.9 (61S) 一器欠損

7S一X4 Zi 皿 安山岩 吻.S） (II.03 謔.S 2.a聊 ●十７１ 釣1/2程欠損､輩打婁あり

?7－IS 磨 石 左肉轡 113.9） 11､9 6.1 1.4叩 敏土中眉 両両に●仮あり

41号住

釦－２ 石 鏃 嘉曙石 2.15 j､5 0.d ２ 免場●に里威蔵あり

釦－３ 打●石斧Ｓ４ン7xル削剥 13.0 5.S ﾕ.S 149 覆土上欄

Sa－4 砂 岩 n.6 S.6 l.6 1加 観土中ｌ 偏刄一握形

廃棄場

Sa－1 19.1 1.1 3.S 鋭 ＢＱ一郭 円刄一書形

祠－２ 13.3 ?.1 2.口 224 ＢＱ－２? 直刃･撥形

卵－３ ホルﾝﾌｪﾙ 太 砂慨） 9.? 4.5 1.Z 恥 BO －33 傭刄･痙形

ee一ｌ 17.9 l.5 1.X 1認 ＢＰ一認 円ｌ･短冊形

随一Ｓ ぷルyﾌx ル刻 希il） 13.1 S.夕 1.3 1恥 BQ －27 偏刄一分銅恕

Ｓ－６ 砂 岩 11.7 4.6 1.凹 127 BQ －27 円刃一冊形

19－7 1S.7 6､8 j.S (1匈 ＢＲ一26 一Ｓ欠奴

e9－S 石 匙 9.X 9,0 1.1 116 BQ-31

19－9 l.9 9,6 1.5 129 BQ －27

S9－10 S.S 6.恥 ｌ．ｌ 56 ＳＱ-『

會9－11 ﾕ2.1 4,0 口.15 44 BQ －2S 細鱗
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第 ９ 表 縄 文 時 代 の 遺 驚 出 土 石 Ｓ 観 察 表(3)

忿構ｌＳｋ 分　顕 石　　貿
・　　 量(ｓ)

重量(l) 出土位ｌ
偏　　　　　考長 さ 幅 厚 さ

脆素場

19－12 石 鵬 砂 岩 a.? 6.0 e.9S 64 BQ －27

90－13 楓刃駄石魯 6.2 10.2 1.S 99 ＢＲ－２?

90－14 7.1 11.0 2.0 131 BP －27

90－15 8.3 U.0 l.S 171》 BQ －33

90－16 石 匙 本ﾙﾝﾌs ル削 砂賀 ） S.9 S.S 0.S6 21 ＢＶ一釦

90－17 ﾎﾙﾝ7sル叉(妙價) 5.8 3.? 1.1 19 ＢＴ一郭

90－18 石 ● 黒曙石 2.2 1.1 0.3 】 BQ －2S 剥離石巣､無Ｉ

90－19 2.4 1.45 0.3 ２ BQ －Z7 剱・

90－加 チャート 3.47 1､5 0.24 (2) BQ －27 無・､一擲欠観

90－21 不定l石魯 黒曜石 2.2S 0､75 0.6 0.4 8R －28

匍－22 石 匙 S.Z 1､7 0,8 (5) BO －29 一略欠損

91－23 ●・ 石斧 Ｓﾙﾝﾌ ｓルλ(砂費) (14.8》 4.7 3.6 (418) 8R －26 刃鄙欠観､蕃部に融打痕あり

91－24 (15.B) S.8S 4.15 (49S) BO －S3

91－2S (8.48) 4.7 3.7 (200) BQ-2a 蕃靖･刃部欠損

91－26 00.S 4.28 3j 鵬8） BO －29 刃部欠損

91－2? (12.6) 4.7 3.S5 (337) BP －31 基部欠損､刄部磨滅痕あり

91－2S (6.S2) 4.2S I.S (SO) BO －25

92－29 石僑
Ｓル〃J ル刈 略言） 6､笥 5.2 1.2 la2BN－3a

二分飢したものをそれぞ凡調

整している(２僣体を盾化j

92一郭 永ﾙﾝﾌs ルス(砂質) 6.7 4.1 1.35 42 BQ －26

第10 表 弥生時代の遣構出十丿 器観章麦

皿 構 嗜駈廠 分　細 石　　 賀
法　　 量(㎝) 鳶 皿μ ） 出土位霞 偉　　　　　考

長 さ 幡 厚 さ

16号住

即一４ 打輿石斧 砂 岩 15.8 10.S 2.4 5邨 覆土中層 刃部餓辺に磨Ｓ直あり
即－Ｓ ホ ルン フｘ ルス( 砂貴) n.6 ●.2 1.3 n9 員・に研磨宸あり

罰－６ 砂 岩 13.3 9.● 2.1 2SS

爾－７ 8.0S 6.0 1.5 72 基廊に廊滅痕あり

1時催 ●－６ 石 匙 9.S Ｓ．６ 】.6S 加 纒宸場よりの良人か？

1吟佐
nl-j 石 鏃 ﾈﾙﾝﾌx ルス{砂價) 3.8 1.7 0.2 ３ 床面

ｍ－● 3.9S 2.5 0.Z ４ 未完成晶か？

23号性
IM－6 右 匙 砂 岩 S.7 10.6 0.9 76ｎ ｔ上 嵐入したものか？

IM－7 不定1妬 ● 黒曜石 7.S Ｚ．９ 0.9S 14

第11 表 弥 生 時 代 の 遺 構 出 土 鉄 甚Ｓ 察 漑

皿　騰 図版Sa 分　東
法　　　　ｌ(・)

重皿(ｌ) 出土位皿 傭　　　　　 考
憂　 さ 轜 厚　さ

1埓悛 IU－2 不 嘴 2.6 3.肺 0.6 ６ 覆土中層 流入したものか？
７号岡 ｍ－１ 鉄 環 .2.45 2.6 ４ 覆土中層 朧入したものか？
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第12表 奈良･平安眸代の遺構出土鉄器観察表

ａ　 簒 図雁il 分　 履
法　　　　 量(仙)

・曇(Ｅ) 出土位置 傭　　　　　考長　 さ 幡 厚　 き

６今住 11－U 僣 IS､j 3.ﾕ 0,4 34.0 床両直上 左匈に「再し』が付く

11号傀 岬一24 不 ● 3.5S 0.6 - l.0 ヵフド

12号傀 1●－12 刀 子 12.a 1.0 0.S 7.0 床御

諏●怯 良一４ ● 14.7 3.06 0,S 36.0 床薦直上

算号怯 脚－21 刀 子 13.a 1.1 0.S 10 取土中屠

l吟住
ll－l - 1.0 0.4S (13 一部欠損

]l－9 ↓2.3 1.1 0.S 10

綿la轟 出土鉄冷一覧表

ｋ
座　　　　 侃(ｓ)

霖蚤(幻 出 土 位 置 倚　　　　　　考長　 さ 幅 甲　 Ｓ

１ 3.0 2.1 1.7 ９ ６恨床首直上

２ 7､0 S､6 2.9 1如 ９住観土（上）

３ 2､7 2.0 3､0 11 17惚覆土（上j

４ ?.2 6.S 2.6 幽

Ｓ 6､6 5､1 2.7 54

６ 6.6 5.9 4､4 214

７ S､9 S､9 4.1 噂 BQ －32 17tl西側

６ 6､S 6､7 2.7 剪 ＢＳ一卸 17住北側

９ 6.5 4.6 3.S 139 22住櫃土（上j

IQ 5､l 4.9 2,1 35
ｎ

5､S 5､1 3.S 99

12 3､● 3､0 1.3 14 ＢＥ・Ｆ－２９･加

弟14衰 遭構外出土石器観察表

圀鄙a 分　累 石　　賓
法　　iG･3

Ｉ劃幻 出土位 皿 爾　　　　　考長 さ 相 厚 さ

嘔－１ 凹 石 砂 岩 9.9 7.● 2.7S 3SI BW －34

嘔－２ 9.0 S.0 14,4 396 BT －24

嘔－３ ?.布 け.2｝ 2,1 伽4） BS －33 一佩欠損

Ｓ－４ 磁 石 １ルン乙 ルス吻 働 13.0 S.35 1.6S (唄) BN －19

哨--５ 磨製右斧 ホルyﾌx ル刻 紗晋｝ la,1 C3.7） 4,6 {4咄 白A－ZO 1yS匯欠扱、刃眼磨滅Ｓあり

嘔－６ 9.恥 4.2 1,SS (ljS】 ＢＬ－|自 基埼一部欠損．刃翁磨滅裁あり

嘔－？ CS.25 {4.1} (1,助 ( 川 SJ －15 １羞次楠、刃畝斎瞳粛あり

第IS 表 逗 構 外 出 土 鉄 器 観 察 貴

図康恥 分　草
・　　　　　 汲(elj

皿量(ｇ) 出 土 位 置 ●　　　 考
長　 さ 幅 厚　ｌ

素－１ 録 14.6 4.1 0,S 42 ＢＱ･Ｒ－２７･銘

叩－２ a.S 2.8 0,4 10 BN･0－3a･31「返し」が什く
叩一３ 鉄 棒 13,85 0.6 16 BO・P－24･25

家－４ 5.1 0.6 ４ BO・P－24･2S

痢一５ 6.0 1.5 ５ ｌｌ Ｄ・Ｅ － ７・ ６
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ふりがな
所　在　地

コ ー　ト･
ｔ 　 謔

● Ｆ 〃

京 　 経

● Ｓ 〃 胴豪期間 屏康面桐 耳豪ｉ因
市町村蹄陳番号

掻 呈y411 昼 紅& 岫

riiR11・

1他7筆

20385 25 3S’

S3’
2『

137’

5S’
5『

j9940406

1

199199司

3,qQO㎡ 墓地公圃及

び宅地造成

に伴う発掘

飼底

断収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 扨 主 な 造 物 特 配事 項

久保上／平 集71址

槌文
弥生
奈良・平安

縄文

兜大住居址IB 軒

警務遺構

i哨 置構

ｉ・廃棄場

弥ｉ

竪大住尋址 ５軒

同耐妻　　 ９基

奈良一平安

ｌ 大柾尋址16 軒

瓢鉢型土器

涜鉢型土條

ミ＝チ．７土器

有孔丹什土器

台什浅体型土毒

乎を表現した土蕃片

転用吸

塁群土總

・師蓉

須ｉ器

灰軸陶冊

鉄器

縄文時代中期中葉

の土器が配列され

た特殊な混外遺構

を執出した．また．

住居址内より人体

の全身が表現され

た有孔躬什土眸が

出土すら．

同跨畠９羞を検出．
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